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① 
懐
中
電
灯

② 
食
料
品

③ 
ラ
ッ
プ
（
キ
ッ
チ
ン
用
）

　

こ
れ
ら
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、

被
災
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
実
際
に
役

に
立
っ
た
も
の
の
ベ
ス
ト
３
」
で
す
。

　

ラ
ッ
プ
は
、
手
を
ケ
ガ
し
た
と
き
に
包

帯
や
三
角
巾
の
代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
皿
に
敷
け
ば
汚
れ
ず
、
水
を
使
っ

て
洗
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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災
害
発
生
時
に
は
、
携
帯
電
話
は
ほ
と

ん
ど
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
携

帯
電
話
会
社
が
電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ

き
、
重
要
通
信
の
確
保
の
た
め
、
一
般
通

信
に
対
し
て
規
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
で
す
。
公
衆
電
話
も
不
通
に
な
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
停
電
の
場
合
で

も
、
十
円
玉
が
使
え
ま
す
の
で
、
必
ず
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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地
震
に
よ
る
火
災
の
原
因
は
、
ス
ト
ー

ブ
や
台
所
の
火
が
引
火
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
電
気
が
回
復
し
た
時
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
引
火
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
通
電
火
災
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
、
電
化
製
品
を
使
用
し
な
い

と
き
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
外

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

長
時
間
、
下
肢
を
動
か
さ
ず
に
座
っ
て

い
る
と
、
脚
部
の
奥
に
あ
る
静
脈
に
血
の

か
た
ま
り
が
で
き
る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
血
栓
が
怖
い
の
は
、
歩
い
て

い
る
間
に
そ
の
一
部
が
血
流
に
乗
っ
て
肺

に
と
び
、
肺
の
血
管
を
閉
塞
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
地
震
等
で
家
を
失
い
、
車
で

寝
泊
り
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
に
も
、
時
々
外
に
出
て
体
を
伸
ば
し
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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人
は
、
膝
下
の
水
深
で
歩
く
の
が
困
難

に
な
り
、
腰
程
度
の
深
さ
に
な
る
と
歩
行

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
り
ま
す
。
腰
ま

で
水
が
届
く
よ
う
な
場
合
は
、
決
し
て
無

理
を
せ
ず
、
高
い
場
所
で
救
援
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
年
寄
り
や
病
人
な
ど
を
救
出

す
る
場
合
は
、
背
負
う
か
、
浮
き
輪
を
利

用
し
（
た
だ
し
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
流
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
）、赤

ち
ゃ
ん
に
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
を
使
用
す
る
の

も
有
効
で
す
。

通
帳
・
カ
ー
ド
類
、
健
康
保
険
証
・
証

書
類
、
免
許
証
・
身
分
証
明
書
、
家
や

車
の
鍵

②
避
難
用
具　

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

ろ
う
そ
く
、
予
備
の
電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
軍
手

③
救
急
用
具　

傷
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

包
帯
、
脱
脂
綿
、
風
邪
薬
、
常
備
薬
、

胃
腸
薬

④
非
常
食
料
・
食
器　

乾
パ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
め
、
組
食
器
、

缶
切
り

⑤
衣
類　

下
着
類
、
防
寒
着
、
雨
具
、
タ

オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ

⑥
生
活
用
品　

万
能
ナ
イ
フ
、
マ
ッ
チ
、

ラ
イ
タ
ー
、
ガ
ム
テ
ー
プ
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
洗
面
用
具
、
裁
縫
道
具
、
ラ
ッ
プ

⑦
そ
の
他　

生
理
用
品
、
介
護
用
品
、
赤

ち
ゃ
ん
用
品

　

あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず
、
重
さ
は
男
性

で
十
キ
ロ
、
女
性
で
五
キ
ロ
を
目
安
に
、

次
の
も
の
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
貴
重
品
類　

現
金
、
十
円
玉
（
公
衆
電

話
用
）、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
、
貯
金
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 「緊急地震速報」は、最大震度５弱以上と推定される地震の際、強い揺れが始まる数秒か
ら数十秒前に、テレビやラジオなどで地震の発生をお知らせするものです。緊急地震速
報を聞いたら、あわてずに身の安全を確保しましょう。
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次
の
も
の
は
、
災
害
復
旧
ま
で
の

数
日
間
を
、
自
足
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
て
お
く
も
の
で
す
。
最
低
で
も

家
族
一
人
当
た
り
三
日
分
、
で
き
れ

ば
五
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
① 
飲
料
水　

　

大
人
一
人
当
た
り
、
一
日
三
リ
ッ

ト
ル
が
必
要
最
低
量
で
す
。
家
族
全

員
分
を
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
溜
め
て

お
き
、
で
き
れ
ば
沸
か
し
て
か
ら
飲

み
ま
し
ょ
う
。
炊
事
・
洗
濯
・
ト
イ

レ
な
ど
に
使
う
、
生
活
用
水
の
確
保

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

② 
食
料
品　

　

そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
簡
単
な
調
理

で
食
べ
ら
れ
る
、
缶
詰
め
、
レ
ト
ル

ト
食
品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
切
り

も
ち
な
ど
と
と
も
に
、
調
味
料
な
ど

も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③ 
燃
料
・
そ
の
他

　

短
期
間
な
ら
、
卓
上
コ
ン
ロ
や
固

形
燃
料
で
十
分
で
す
が
、
冬
期
は
暖

房
用
の
燃
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
新
聞
紙
、
キ

ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
な
ど
も
便
利
で
す
。

�������
�����

�
我
が
身
の
安
全
を
図
る

　
　

机
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ
ド
な
ど
の
下

に
身
を
ふ
せ
、
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

�
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

　
　

地
震
で
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
火
災
で

す
。
揺
れ
を
感
じ
た
ら
身
の
安
全
を
守

り
な
が
ら
、
あ
わ
て
ず
に
火
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

�
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る

　
　

と
く
に
中
高
層
の
建
物
で
は
、
出
口

の
確
保
が
重
要
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
だ
と
、
ゆ
が
み
で
出
入
口

が
開
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
火
が
出
た
ら
、
す
ぐ
消
火
す
る

　
　

万
一
出
火
し
た
場
合
、
初
期
の
う
ち

の
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
声

で
隣
近
所
に
声
を
か
け
合
い
、
協
力
し

て
消
火
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

�
外
に
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　
　

大
き
な
揺
れ
も
一
分
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
あ
わ
て
ず
に
周
囲
の
状
況
を
確

認
し
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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１　人的被害　計４名
　�重傷　１名（52歳女性：左下腿部骨折）
　�軽傷　３名（26歳男性：左前腕ガラス刺さる、27歳男性：右肩打撲、
  　　　　　　　30歳女性：左手首切創）
２　住家等の被害
�住家被害　一部破損　75棟（中野１、平野19、高丘14、長丘１、平岡２、
豊津３、上今井33、永田２）

�非住家被害　一部破損　43棟（平野10、高丘５、長丘１、豊津３、上今井
22、永田２）

�その他被害　ブロック塀倒壊６カ所、石灯籠倒壊19カ所、その他２カ所
３　農業被害
　�農産物の被害
　　①生産物被害　被害額87,503千円
　　　・きのこ  41戸、きのこ培地の被害本数　301万２千本 
　　②施設被害　被害額2,005千円
　　　・きのこ施設　31件
　�農地・農業用施設の被害　被害額：1,530千円
　　　・用水路掛口破損、パイプライン漏水等　21カ所
　　　・水田排水路道床陥没、土砂流出　１カ所
４　公共土木施設被害　被害額452千円
　　　・市道路肩のひび割れ等　２カ所、水路の破損等　２カ所
５　医療施設被害
　　　・病院施設の壁、天井等のひび割れ等　１カ所
６　商工関係被害　被害額872千円
　　　・機械器具の破損、商品等の落下等　25事業所
７　公共施設被害　被害額2,146千円
　�社会福祉施設の被害　デイサービスセンター屋根瓦落下等　１カ所
　�商工関係施設の被害　観光施設　壁一部ひび割れ、商品落下等　４カ所
　�教育関係施設の被害　①小学校施設被害　体育施設損壊　１カ所
　　　　　　　　　　　　②中学校施設被害　教材落下等　２カ所
　　　　　　　　　　　　③その他施設被害　ガラスケース破損　１カ所
　�消防施設の被害　消防団詰所シャッター破損等　２カ所
８　その他被害
　�国・県施設の被害
　　①堤防施設被害　千曲川栗林堤防クラック　Ｌ＝18ｍ、Ｗ＝１㎝
　　②橋梁施設被害　県道三水中野線　上今井橋　橋梁支承　４カ所破損
　�文化財施設の被害　内堀館跡石積み崩れ　１カ所
　�その他被害　宅地横の崖に亀裂　１カ所

（８月31日午前９時現在）

平成19年 新潟県中越沖地震による被害の状況



５　 平成１9年９月　広報なかの 平成１9年９月　広報なかの  ４
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狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や
川
べ　

り
に
近
づ
か
な
い

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
な
ど
は
倒
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
避
難
の
時
に

は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

　
　

居
住
地
の
自
然
環
境
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
山
崩
れ
、
が
け
崩

れ
が
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所
か
ら
は
、

す
み
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
は
歩
い
て
、
荷
物
は
少
な
く

　
　

消
火
、
救
護
活
動
等
の
障
害
と
な
り

ま
す
の
で
、
車
は
絶
対
に
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
軽
に
行

動
で
き
る
よ
う
荷
物
も
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

�
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　
　

お
年
寄
り
や
ケ
ガ
人
な
ど
に
声
を
か

け
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

�
正
し
い
情
報
を
聞
く

　
　

市
・
消
防
署
・
警
察
署
な
ど
の
公
共

機
関
の
正
し
い
情
報
を
聞
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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心
得　

ポ
イ
ン
ト
②

10

　

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
土
砂
災
害
防
止

法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
律

に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に

あ
た
り
、
長
野
県
に
お
い
て
、
土
砂
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
区
域

の
地
形
、
地
質
、
土
地
利
用
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
法
律
と
、
そ
の
区
域

指
定
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

  
土
砂
災
害
防
止
法
と
は
？

　

土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
）
と
は
、
土
砂
災
害
か

ら
国
民
の
生
命
・
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て

の
危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、

特
定
開
発
行
為
の
制
限
、
住
宅
等
の
新
規

立
地
抑
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
ぜ
法
律
が
必
要
か
？

　

土
砂
災
害
か
ら
生
命
・
身
体
を
保
護
す

る
た
め
、
土
砂
災
害
防
止
工
事
等
の
ハ
ー

ド
対
策
と
併
せ
て
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

の
あ
る
土
地
の
区
域
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
中
で
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
や
、
危
険

個
所
へ
の
新
規
住
宅
等
の
立
地
抑
制
等
の

ソ
フ
ト
対
策
を
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

基
礎
調
査
と
は
？

　

渓
流
や
斜
面
及
び
そ
の
下
流
な
ど
、
土

砂
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ

る
区
域
の
地
形
、
地
質
、
土
地
利
用
状
況

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
宅
地
に
立
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

基
礎
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
市
町
村
長

の
意
見
を
聴
取
し
た
う
え
で
、
土
砂
災
害

の
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
建
築
物
に

損
壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域

警
戒
区
域
で
は
…

○
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

　

行
政
に
よ
り
、
土
砂
災
害
か
ら
皆
様
の

生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
災
害
情
報
の

伝
達
や
避
難
が
確
実
に
行
わ
れ
る
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。　

特
別
警
戒
区
域
で
は
…

○
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制

　

都
道
府
県
に
よ
り
、
住
宅
宅
地
分
譲
や

災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
の
立
地
の
た

め
の
開
発
行
為
は
、
基
準
に
従
っ
た
も
の

に
限
っ
て
許
可
さ
れ
ま
す
。

○
建
築
物
の
構
造
の
規
制

　

居
室
を
有
す
る
建
築
物
は
、
作
用
す
る

と
想
定
さ
れ
る
衝
撃
等
に
対
し
て
建
築
物

の
構
造
が
安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
建
築
確

認
が
行
わ
れ
ま
す
。《
建
築
主
事
を
置
く
地

方
公
共
団
体
（
特
定
行
政
庁
）
に
よ
る
》

○
宅
地
建
物
取
引
に
お
け
る
措
置

　

特
定
の
開
発
行
為
に
お
い
て
は
、
都
道

府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
後
で
な
け
れ

ば
当
該
宅
地
の
広
告
、
売
買
契
約
の
締
結

が
行
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
宅
地
建
物
取
引

業
者
は
、
当
該
宅
地
ま
た
は
建
物
の
売
買

等
に
あ
た
り
、
特
定
の
開
発
行
為
の
許
可

に
つ
い
て
重
要
事
項
説
明
を
行
う
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
建
築
物
の
移
転
等
の
勧
告
・
支
援
措
置

　

都
道
府
県
に
よ
り
、
著
し
い
損
壊
が
生

じ
る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
の
所
有
者
等
に

対
し
、
移
転
等
の
勧
告
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

中
野
建
設
事
務
所
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
の
区
域
指
定
に
伴
い
、
豊
田
地
域
の

該
当
区
に
お
い
て
地
元
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
該
当
区
の
皆
様
に
は
、

す
で
に
全
戸
配
布
に
よ
り
通
知
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
区
域
指
定
に
伴
う
地
元
説
明
会
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
野
建
設
事
務
所
整

備
課
計
画
調
査
係
（�
�
３
１
３
８
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
区
域
が

指
定
さ
れ
る
の
か
？

区
域
指
定
に
伴
う

地
元
説
明
会
の
開
催

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

指
定
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
平
常
時
及
び
災
害
発

生
時
の
、
情
報
伝
達
体
制
の
確
保

と
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
を
市
内

に
百
三
十
二
基
設
置
し
、
随
時
、

大
切
な
情
報
の
放
送
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
た
場
合
に

は
、
窓
を
開
け
る
、
聞
き
や
す
い

場
所
に
移
動
す
る
な
ど
し
て
、
放

送
の
内
容
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
通
報
可
能
範
囲
は
住
宅

地
の
ほ
ぼ
全
域
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
住
宅
の
構
造
、
風
向
き
、
ス

ピ
ー
カ
の
向
き
、
近
隣
の
交
通
事

情
等
に
よ
り
、
各
ご
家
庭
に
お
い

て
は
、
聞
こ
え
に
く
い
状
況
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
左
記
の

方
法
に
よ
り
放
送
内
容
が
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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　緊急地震速報は、最大震度５弱以上と推定される
地震の際、強い揺れが始まる数秒から数十秒前に、
テレビやラジオなどで地震の発生をお知らせするも
のです。情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来
るまでの時間は、数秒から数十秒しかありません。
　その短い間に身を守るためにも、「周囲の状況に応
じて、あわてずに、まず身の安全を確保する」こと
が基本です。

　この情報を利用して、列車やエレベーターをすば
やく制御させて危険を回避したり、工場、オフィス、
家庭などで避難行動をとることによって、被害を軽
減させたりすることが期待されます。 
　現在、気象庁では、独立行政法人防災科学技術研
究所との共同研究などを行い、情報の精度向上・迅
速化を図っています。
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平成１9年９月　広報なかの  ６

○
市
で
は
、
老
朽
化
し
た
保
育
所

の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

少
子
化
や
財
政
状
況
を
考
慮
す

る
中
で
、
児
童
の
個
性
を
豊
か

に
育
む
よ
り
良
い
保
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
公
立
保
育
所

の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
、
中
野
市
保
育
所
あ
り
方

検
討
懇
話
会
か
ら
の
提
言
内
容

を
尊
重
し
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

○
こ
こ
に
、
中
野
市
保
育
所
整
備

計
画 （
案
）を
策
定
し
ま
し
た
の

で
、
公
表
し
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
な
お
、
こ
の
整
備
計
画 （
案
）
は
、

中
野
市
保
育
所
運
営
審
議
会
へ

諮
問
し
、
現
在
、
審
議
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

同
審
議
会
か
ら
の
答
申
後
、
そ

の
内
容
を
尊
重
し
て
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 
整
備
計
画 （
案
） の
主
な
内
容

○
本
整
備
計
画
期
間
を
平
成
二
十

年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
と

し
、
保
育
所
の
建
築
年
度
の
古

い
順
を
基
本
に
、
改
築
と
統
廃

合
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

○
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
整

備
計
画
期
間
内
に
二
園
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
最
初
に
、
み

よ
し
保
育
園
と
西
町
保
育
園
を

廃
止
し
て
、
新
た
に
一
園
を
西

条
運
動
公
園
敷
地
内
（
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
東
側
）
に
設

置
し
、 次
に
、み
な
み
保
育
園
を

現
地
改
築
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
そ
れ
以
外
の
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
本
市
を
取
り
巻
く

様
々
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
本

整
備
計
画
期
間
内
に
、
そ
の
方
向

性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
病
児
・
病
後
児
保

育
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
併

せ
て
、
長
時
間
保
育
時
間
の
延

長
や
、
保
育
所
で
の
休
日
保
育

の
実
施
な
ど
、
既
存
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

整
備
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

・
市
役
所
保
育
課

・
豊
田
支
所
子
ど
も
課

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
市
役
所
及
び
支
所
で
の
公
表
時
間

は
、
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

文
書
を
直
接

ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
願
い
ま
す
。
様
式
は
任
意
で
す

が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
は

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

九
月
二
十
八
日�

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の

対
応
状
況
は
、
後
日
、
広
報
な

か
の
等
で
公
表
し
ま
す
の
で
、

個
々
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
施
設
係

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

電
話　
�
２
１
１
１
内
線
２
９
２

フ
ァ
ッ
ク
ス　
�
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル　

hoiku@
city.naka

no.nagano.jp

※
文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く

場
合
は
、
豊
田
支
所
子
ど
も
課

へ
も
提
出
可
能
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


���

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��

関係保護者及び関係地区説明会を開催します
　市では、整備計画期間内に施設整備を行う予定の保育所について、ご意見
をお聴きし、また、ご理解をいただくため、関係する保護者の皆様や関係す
る地区の皆様を対象に、次のとおり説明会を開催します。

　なお、対象地区にかかわ
りなくご参加いただけます
ので、お誘いあわせのうえ、
お越しください。

場所開始時間対象地区等期　日

みなみ保育園

午後７時

みなみ保育園保護者９月19日�

中央公民館講堂中野地区 （中町、 西町、 上
小田中、 下小田中、 東吉田）９月20日�

中央公民館講堂中野地区 （東町、 松川、 普代、
 東松川、 一本木、 栗和田、 西条）９月25日�

西町保育園西町保育園保護者９月26日�

ＪＡ延徳支所延徳地区９月27日�

みよし保育園みよし保育園保護者９月28日�

ＪＡ日野支所日野地区10月３日�

７　 平成１9年９月　広報なかの

　

八
月
二
十
四
日
、
長
野
市
ビ
ッ

ク
ハ
ッ
ト
に
お
い
て
第
七
回
信
州

環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
信
州

豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議
に

お
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
団
体
と

し
て
認
定
さ
れ
た
市
内
三
団
体
の

代
表
者
が
活
動
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
十
九
年
度
に
新
た
に
認

定
さ
れ
た
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
認
定

・
科
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
資
源
物

回
収
を
昭
和
四
十
九
年
か
ら
続

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

・
永
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
収
益
で
購
入
し
た

鼓
笛
隊
用
の
楽
器
に
よ
っ
て
、

生
徒
た
ち
が
元
気
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
認
定

・
新
鮮
屋
オ
タ
ギ
リ
…
長
年
の
店

頭
で
の
地
域
に
密
着
し
た
資
源

物
回
収
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課

衛
生
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２

４
５
）

　千曲川周辺に生息する野鳥を観察します。観察会
終了後には、スライドを使ったお話しもありますの
で、皆さん、ご参加ください。
期日／９月30日(日)
集合時間 ・場所／午前８時50分・豊田文化センター前
観察時間・場所／午前９時～11時30分・替佐地区の
千曲川周辺
定員／30名程度
持ち物／筆記用具、用意できる人は双眼鏡と望遠鏡
講師／山上孝夫さん（信濃野鳥写真クラブ代表）
申込期限／９月25日(火)
申込先・問い合わせ先／市役所環境課環境係（�(22)
２１１１内線２４７)

千曲川水辺・里山環境保全対策事業
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市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
者
が

活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た

　

必
ず
し
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
そ
の
も
の
に
プ
ラ
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
紙
ラ
ベ
ル
や
シ
ー
ル
が
貼

っ
て
あ
る
も
の
は
、
簡
単
に
は
が

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
は
が
れ
に
く
い
ラ
ベ
ル
や

シ
ー
ル
は
無
理
に
は
が
さ
な
く
て

結
構
で
す
。

　

内
容
物
が
付
着
し
て
い
る
も
の

は
、
軽
く
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

食
器
を
洗
っ
た
あ
と
の
残
り
水
な

ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
液
体
洗
剤
等
の

ボ
ト
ル
→
泡
が
出
な
い
程
度
に

す
す
ぐ

・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
ソ
ー
ス
等
の

ボ
ト
ル
→
軽
く
す
す
ぐ

・
カ
ッ
プ
・
色
付
き
ト
レ
イ
→
軽

く
す
す
ぐ

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
わ
さ
び
・
歯
磨

き
粉
等
の
チ
ュ
ー
ブ
→
付
着
物

が
落
と
し
に
く
い
の
で
、
原
則
、

可
燃
ご
み
と
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
開
く
な
ど
し
て
、
き
れ
い

に
洗
え
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
と
し
て
出
せ
ま
す
。

・
菓
子
等
の
袋
→
残
り
か
す
は
払

い
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。
付
着

し
て
い
る
油
は
洗
わ
な
く
て
結

構
で
す
。

　

九
月
中
は
、
可
燃
ご
み
指
定
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二

重
袋
に
な
ら
な
い
よ
う
、
レ
ジ
袋

な
ど
に
は
入
れ
な
い
で
、
直
接
指

定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
指
定
袋
の
販
売
は
、
九
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

か
さ
ば
る
も
の
が
多
い
の
で
、

つ
ぶ
し
た
り
、
切
っ
た
り
、
割

っ
た
り
し
て
か
ら
出
す
と
袋
に

た
く
さ
ん
入
り
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
冊

子
な
ど
を
再
度
ご
覧
い
た
だ
き
、

居
住
区
域
の
収
集
日
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
９
月
中
に
出
さ
れ
た
も
の
は
、

す
べ
て
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却

処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

中野市指定ごみ袋・証紙シール取扱店に、
下記の店舗を追加しました。

22-3552中央四丁目3-26荒井青果店
22-2436大字中野1588市村青果店
22-3784大字中野1853-1武田商店
22-4048大字中野1578-2中屋のこぎり刃物店
26-8005大字柳沢1088-2山田商店
26-8100大字柳沢540- イ㈲ワイショップクラタ
22-2417中央三丁目1-24㈱綿貫酒食料品店

�問  市役所 環境課 衛生係（�２２－２１１１内線２４５）
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
分
け
れ
ば
大
切
な
資
源
に
な
り
ま

す
。
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
新
し
い
分
別
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
分
別
収
集
は
十
月
一
日
か
ら
始
ま
る
わ
け

で
す
が
、
今
か
ら
各
ご
家
庭
で
分
別
の
練
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た

も
の
を
確
認
し
ま
す

�
他
の
可
燃
ご
み
と
は
区
別

し
て
指
定
袋
に
入
れ
ま
す

�
水
曜
日
ま
た
は
木
曜
日
に
ご
み

集
積
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

�
付
着
物
は
洗
い
流
し
ま
す
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初
め
て
見
る
仙
台
市
の
街
並
み

　

初
め
て
見
る
仙
台
市
は
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
で
、
地
元

よ
り
も
と
て
も
活
気
の
あ
る
様
子

で
し
た
。
し
か
し
、
ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
仙
台
市
で
も
い
た
る
と
こ
ろ

に
木
々
が
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。

　

仙
台
市
は
「
杜
の
都
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。「
杜
の

都
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
、

都
市
で
も
緑
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん

だ
な
ぁ
と
、
今
ま
で
の
考
え
と
は

違
っ
た
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
仙
台
で
は
、「
七
夕
祭
り
」

と
い
う
祭
り
が
有
名
で
す
。
こ
れ

は
、
訪
問
の
日
が
少
し
遅
か
っ
た

の
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
残
念

で
し
た
。
し
か
し
、
五
橋
中
学
校

と
の
交
流
会
で
生
徒
会
役
員
の
人

が
撮
影
し
て
く
れ
た
ビ
デ
オ
を
見

て
の
感
想
は
、
ま
ず
一
つ
目
に
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
、
実
際
に
行
っ

て
み
れ
ば
も
の
す
ご
い
人
だ
か
り

な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
ビ

デ
オ
か
ら
で
も
分
か
る
に
ぎ
や
か

さ
で
し
た
。
ま
た
飾
り
も
と
て
も

大
き
く
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
全

国
的
に
も
有
名
な「
七
夕
祭
り
」は
、

機
会
が
あ
れ
ば
一
度
見
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
も
活
気
が
あ
り
、
楽

し
い
街
の
仙
台
市
に
こ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

 
土
井
晩
翠
に
つ
い
て

　

な
ぜ
仙
台
市
と
中
野
市
が
姉
妹

都
市
な
の
か
と
い
う
と
…
そ
れ
は
、

中
野
市
出
身
の
中
山
晋
平
先
生
と

仙
台
市
出
身
の
土
井
晩
翠
さ
ん
と

の
間
で
、
音
楽
交
流
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

僕
た
ち
は
土
井
晩
翠
に
つ
い
て

仙
台
文
学
館
や
晩
翠
草
堂
な
ど
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

土
井
晩
翠
の
「
土
井
」
と
い
う
の

は
、
本
当
は
「
つ
ち
い
」
と
読
む

の
で
す
が
「
ど
い
」
と
改
称
し
ま

し
た
。

　

土
井
晩
翠
の
代
表
作
は
滝
廉
太

郎
作
曲
の
「
荒
城
の
月
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
土
井
晩
翠
は
東
京
帝

国
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
）
に

入
り
、
在
学
中
に
「
帝
国
文
学
」

の
編
集
委
員
と
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

 
五
橋
中
学
校
と
の
交
流
会

　

私
た
ち
が
交
流
し
た
の
は
、
仙

台
市
立
五
橋
中
学
校
で
し
た
。
一

番
初
め
に
驚
い
た
こ
と
は
、
生
徒

会
役
員
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
礼
儀

正
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た

ち
の
学
校
も
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

誉
め
ら
れ
る
よ
う
な
行
動
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

五
橋
中
学
校
は
、
生
徒
総
数
五

百
三
十
三
人
、
学
級
数
十
九
と
と

て
も
大
き
な
学
校
で
す
。
一
人
一

人
が�
五
橋
魂�
（
困
難
な
時
で

も
み
ん
な
で
頑
張
る
か
ら
自
分
も

頑
張
る
ん
だ
）
と
い
う
思
い
を
持

っ
て
日
々
の
生
活
に
打
ち
こ
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
橋
中
学
校
の
生
徒
会

は
、
中
央
委
員
会
を
中
心
に
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は

高
社
中
学
校
で
い
う
と
、
本
部
の

役
割
を
し
て
い
ま
す
。
高
社
中
は
、

メ
ン
バ
ー
が
全
員
三
年
生
で
す
が
、

五
橋
中
は
、
二
年
生
と
三
年
生
の

割
合
が
同
じ
く
ら
い
で
す
。

　

そ
れ
と
、
高
社
中
で
は
「
自
問

清
掃
」
が
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
五
橋
中
で
は
、「
歩
道
橋
清
掃
」

と
い
う
も
の
が
伝
統
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
五
橋
交
番
前

の
歩
道
橋
を
学
級
で
分
担
し
て
掃

除
を
お
こ
な
う
よ
う
で
す
。

　

仕
組
み
が
違
う
所
が
か
な
り
あ

り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
五
橋
中
学

校
の
生
徒
会
に
負
け
な
い
く
ら
い
、

生
徒
会
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

�
仙
台
市
五
橋
中
学
校
と
の
交
流
会

  
の
様
子

▲晩翠詩碑の前にて

　

八
月
九
日
か
ら
十
日
の
二
日
間
、
高
社
中
学
校
三
年
の
武
田
康
さ
ん
、

太
田
彩
也
香
さ
ん
、
武
田
純
志
さ
ん
の
三
名
が
、「
学
校
新
聞
特
派
員
」

と
し
て
、
姉
妹
都
市
の
宮
城
県
仙
台
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

三
名
が
実
際
に
見
て
、
感
じ
た
姉
妹
都
市
の
様
子
や
仙
台
市
の
中
学

生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

〜
姉
妹
都
市　

仙
台
市
〜

���
����
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�
原
爆
ド
ー
ム
の
前
で

　

八
月
四
日
か
ら
六
日
の
三
日
間
、
南
宮
中
学
校
三
年
の
大
谷
航
太
郎

さ
ん
、
田
川
佑
紀
さ
ん
、
小
林
未
育
さ
ん
、
荒
井
萌
子
さ
ん
の
四
名
が
、

「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広
島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

四
名
が
戦
争
の
む
な
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
広
島
市
の

中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�〜 

広
島
市 
〜

 
市
内
視
察
の
感
想

　

ま
ず
、
最
初
に
感
じ
た
の
は
長

野
に
比
べ
て�
蒸
し
暑
い�
と
い

う
こ
と
で
す
。
あ
と
は
、
車
道
が

何
本
も
あ
る
こ
と
や
、
歩
道
が
広

い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
歩
い
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

平
和
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム
に

行
っ
て
驚
い
た
の
は
、
外
国
の
人

が
多
い
こ
と
で
す
。
私
は
、
原
爆

ド
ー
ム
を
見
て
変
な
こ
と
を
思
い

ま
し
た
。
戦
争
の
悲
劇
を
伝
え
る

ド
ー
ム
が
、
今
の
平
和
の
あ
か
し

だ
な
〜
と
思
い
ま
し
た
。
今
、
こ

う
し
て
戦
争
が
残
し
た
も
の
を
、

さ
く
で
か
こ
ん
で
、
そ
の
ま
ま
で

残
し
て
、
世
界
の
人
に
悲
し
い
こ

と
を
伝
え
る
っ
て
い
う
の
は
、
そ

う
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

の
は
、
今
が
平
和
で
、
心
に

ゆ
と
り
が
で
き
た
か
ら
だ
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

平
和
資
料
館
で
は
、
本
当

に
恐
ろ
し
か
っ
た
で
す
。
原

爆
の
あ
り
の
ま
ま
、
包
み
か

く
さ
ず
に
展
示
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ

私
は
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
が
わ

か
り
ま
し
た
。
教
科
書
な
ど

だ
け
じ
ゃ
、
わ
か
ら
な
い
も

の
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

翠
町
中
学
校
は
南
宮
中
学
校
よ

り
全
校
の
人
数
が
百
人
近
く
多
く
、

敷
地
も
翠
町
中
の
方
が
大
き
か
っ

た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

交
流
会
は
両
校
の
学
校
紹
介
、

平
和
学
習
の
発
表
な
ど
で
し
た
。

翠
町
中
学
校
は
八
人
、
南
宮
中
学

校
は
四
人
の
生
徒
で
交
流
会
を
し

ま
し
た
。
翠
町
中
の
生
徒
は
み
ん

な
明
る
く
、
話
す
と
き
も
大
き
な

声
で
は
き
は
き
と
話
し
て
と
て
も

立
派
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

翠
町
中
の
平
和
学
習
の
取
り
組

み
は
と
て
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

平
和
に
つ
い
て
の
意
識
が
す
ご
く

強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

特
に
毎
年
全
校
で
行
わ
れ
る
校

内
慰
霊
祭
と
い
う
の
は
す
べ
て
生

徒
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
質
疑
応
答
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
翠
町
中
の
生
徒
が

み
ん
な
手
を
あ
げ
て
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
積
極
的
な

と
こ
ろ
は
南
宮
中
学
校
の
生
徒
の

学
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
慰
霊
塔
へ

行
き
、
黙
祷
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
全
員
で
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

他
に
も
交
流
会
で
は
、
連
帯
旗
の

交
換
、「
青
い
空
は
」
の
合
唱
な

ど
を
や
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

で
両
校
の
様
子
な
ど
が
知
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

平
和
記
念
式
典
見
学
の
感
想

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

小
学
生
の
平
和
ア
ピ
ー
ル
文
で
す
。

こ
の
式
で
は
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、

広
島
市
長
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が

平
和
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
私
は
誰
の
言
葉
よ
り
こ
の
小

学
生
二
人
の
平
和
ア
ピ
ー
ル
文
が

心
に
残
り
ま
し
た
。
読
み
方
が
上

手
だ
っ
た
と
い
う
の
も
あ
る
け
ど

今
思
っ
て
い
る
自
分
の
気
持
ち
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
言
っ
て
い
た
の
で

私
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
小

学
生
な
の
に
、
原
爆
に
つ
い
て
分

か
っ
て
い
た
し
平
和
な
世
界
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く

持
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
に
は
ま
ね
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
和
の
象
徴
「
ハ
ト
」
が
飛
ん

だ
と
き
、
核
兵
器
が
ど
こ
の
国
も

持
た
な
い
本
当
の
平
和
な
世
界
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
が
あ
る
な
ら
一
つ
ず
つ
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
し
、
ほ
ん
の
小

さ
な
事
で
も
い
い
か
ら
平
和
に
つ

い
て
考
え
ら
れ
た
ら
な
と
思
い
ま

す
。

　

実
際
に
式
典
に
出
て
、
テ
レ
ビ

で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の

気
持
ち
、
広
島
の
人
の
気
持
ち
を

全
校
の
皆
に
も
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
少
し
で
も
八
月
六

日
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
。

平
和
使
節
派
遣
事
業
を
終
え
て

　

心
に
残
っ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
翠
町

中
学
校
と
の
交
流
で
す
。
自
分
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
他
県
の
中
学

と
の
交
流
で
最
初
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
向
こ
う
の
中
学
の
方
が
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

楽
し
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
原
爆
の
こ
と
で
す
。

こ
の
三
日
間
で
本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。
記
念
資
料

館
に
行
き
、
当
時
の
写
真
や
身
に

つ
け
て
い
た
衣
服
、
溶
け
た
か
わ

ら
等
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
聞

い
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
、
本
物
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
実

感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ

と
、
被
爆
し
た
人
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
三
つ
め
は
自
由
時
間

内
で
の
行
動
で
す
。
今
ま
で
自
分

達
の
住
ん
で
い
た
世
界
と
は
全
く

違
う
い
ろ
ん
な
物
を
見
ら
れ
ま
し

た
。
本
当
に
見
て
も
見
切
れ
な
い

ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
三
日
間
の
活

動
を
通
し
て
、
平
和
へ
の
意
識
等

を
た
く
さ
ん
学
べ
ま
し
た
。
い
い

三
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

翠
町
中
学
校
と
の

交
流
会
の
感
想
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
農
作
業
が

忙
し
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
農
業
機
械
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
る
た
め
農
作

業
中
の
事
故
も
多
く
、
毎
年
、
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
の
大
半
が
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
九
月
十
五
日�
か
ら

十
月
十
四
日�
ま
で
の
一
ヶ
月
間

を
「
秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」

と
定
め
、
事
故
防
止
の
啓
発
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
は
安
全
な
農

作
業
に
努
め
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
農
政
課

農
政
振
興
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
５
３
）

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

が
始
ま
り
ま
す

　

東
松
川
区
で
は
、�
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
に
よ

る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
）
の
助

成
を
受
け
て
、
御
神
楽
、
長
持
ち
、

締
太
鼓
、
傘
鉾
用
機
材
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
毎
年
の
秋
祭
り
を

区
民
祭
と
位
置
づ
け
、
区
民
総
参

加
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
祭

り
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
お
神
楽

等
が
な
く
、
新
調
さ
れ
る
こ
と
が

区
民
の
長
い
間
の
悲
願
で
あ
り
ま

し
た
が
こ
の
度
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
て

新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
新
し

い
お
神
楽
を
核
と
し
た
、
区
民
祭
、

秋
の
収
穫
祭
が
大
人
と
子
供
の
新

た
な
触
れ
合
い
の
場
と
な
り
、
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

東
松
川
区
で         
等
を
整
備

御
神
楽

長
持
ち

締
太
鼓

▲新調された御神楽、締太鼓など

　

平
成
十
八
年
度
の
農
業
生
産
額

は
、
七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
、

果
樹
へ
の
浸
水
被
害
お
よ
び
同
時

期
の
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
も
影

響
し
、
浸
水
被
害
を
受
け
な
か
っ

た
果
樹
に
も
品
質
低
下
が
見
ら
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
農
業
生
産
額
は
、
本
市

の
主
要
産
物
で
あ
る
え
の
き
茸
が

若
干
生
産
額
を
落
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
キ
ノ
コ
が
増
加
し

た
こ
と
、
果
樹
関
係
が
比
較
的
高

価
格
で
推
移
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

前
年
比
一
〇
一
・
四
㌫
の
約
二
百

八
億
二
十
万
円
で
し
た
。
主
な
作

物
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 
キ
ノ
コ
類

　

え
の
き
茸
は
、
生
産
戸
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
量
は
微

減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
単
価
は
、

需
要
期
の
暖
冬
に
よ
り
低
値
に
な

っ
た
た
め
、
生
産
額
は
前
年
比
約

九
十
七
㌫
で
、
約
八
十
三
億
円
で

し
た
。
や
ま
び
こ
し
め
じ
は
、
生

産
量
が
増
加
し
た
も
の
の
、
単
価

安
に
よ
り
生
産
額
は
ほ
ぼ
前
年
並

み
で
し
た
。
な
め
こ
は
、
生
産
基

盤
お
よ
び
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
う
え
、
キ
ノ
コ
類
全
体
の
競
合

に
よ
る
価
格
低
下
の
影
響
に
よ
り
、

生
産
額
は
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
エ
リ
ン
ギ
や
バ
イ
リ
ン
グ
な

ど
は
生
産
量
、
額
と
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

▼ 
果
樹

　

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
は
昨

年
の
生
産
基
盤
を
ほ
ぼ
維
持
し
、

生
産
量
に
つ
い
て
は
、
ブ
ド
ウ
、

モ
モ
に
つ
い
て
は
集
中
豪
雨
や
長

雨
に
よ
る
日
照
不
足
に
よ
り
生
産

量
を
減
ら
し
ま
し
た
が
、
リ
ン
ゴ

は
前
年
並
み
の
生
産
量
を
確
保
し

ま
し
た
。
価
格
に
つ
い
て
は
品
目

ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
に
や
や
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
代
替
作
物
と
し

て
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
プ
ラ
ム
な
ど

は
、
生
産
の
拡
大
が
進
ん
で
い
ま

す
。
果
樹
全
体
の
生
産
額
は
、
前

年
が
豊
作
傾
向
で
単
価
安
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
比
一
〇
二
㌫
、

約
五
十
六
億
円
と
増
加
し
ま
し
た
。

▼ 
野
菜

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
栽
培
面
積

の
減
少
を
背
景
に
収
量
を
大
幅
に

減
ら
し
、
生
産
額
も
前
年
よ
り
減

少
し
ま
し
た
。

　

他
の
野
菜
は
、
自
家
消
費
的
な

も
の
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
需
要
に
応
じ
、
ハ
ウ
ス
リ

ー
ス
事
業
に
よ
る
き
ゅ
う
り
、
ト

マ
ト
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
の
野
菜
類

を
中
心
に
、
や
や
生
産
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
野
菜
全
体
の
生
産
額

は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
減
収
が
影

響
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
比
九
十

九
㌫
の
約
九
億
六
千
万
円
で
し
た
。

▼ 
水
稲
類

　

水
稲
は
、
日
照
不
足
の
た
め
、

平
年
並
み
の
作
況
指
数
九
十
九
と

な
り
ま
し
た
が
、
単
価
が
前
年
に

比
べ
て
更
に
下
落
し
た
た
め
、
生

産
額
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

▼ 
花
き
類

　

花
き
類
は
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
は

じ
め
全
体
に
高
値
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
前
年
を
上
回
る
生
産
額
と
な

り
ま
し
た
。

��������	農家戸数:2,515戸  単位:万円

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
が
一
層

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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麻
布
十
番
納
涼
ま
つ
り
が
、

八
月
二
十
四
〜
二
十
六
日
の
三

日
間
、
麻
布
十
番
商
店
街
で
開

催
さ
れ
、
中
野
市
と
Ｊ
Ａ
中
野

市
は
旬
の
農
産
物
や
加
工
品
を

販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
に
は
、
全
国
か

ら
約
三
十
市
町
村
が
自
慢
の
名

産
品
、
特
産
品
な
ど
を
販
売
す

る
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
周
辺
の
大

使
館
約
三
十
ヵ
国
が
出
店
す
る
ブ

ー
ス
、
夜
店
な
ど
が
六
百
㍍
余
の

商
店
街
に
、 ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

　

そ
の
賑
わ
い
の
中
で
中
野
市
の

ブ
ー
ス
で
は
、
旬
の
桃
や
巨
峰
の

試
食
・
販
売
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、

地
元
産
果
物
を
使
っ
た
手
作
り
ジ

ェ
ラ
ー
ト
ア
イ
ス
を
販
売
し
ま
し

た
。
果
物
は
、
桃
が
人
気
で
、「
と

て
も
お
い
し
そ
う
。
今
、
食
べ
た

い
」
と
い
う
お
客
様
に
は
、
そ
の

場
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
販
売
し

た
と
こ
ろ
、
行
列
が
で
き
る
人
気

ぶ
り
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
巨
峰
も

「
甘
く
て
お
い
し
い
。
ス
ー
パ
ー

で
は
、こ
の
値
段
で
買
え
な
い
」と
、

二
〜
三
房
を
買
い
求
め
る
お
客
様

東
京
都
港
区
「
麻
布
十
番
納
涼

ま
つ
り
」
に
出
店

〜
旬
の
桃
が
大
人
気
！
〜
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今
月
は
、
市
内
の
公
立
保
育

園
を
ご
紹
介
し
ま
す
①

☆
み
な
み
保
育
園

　

ド
ジ
ョ
ウ
や
ザ
リ
ガ
ニ
、
ホ

タ
ル
が
住
む
川
が
近
く
に
流
れ
、

タ
ン
ポ
ポ
の
茎
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
、

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
な
ど
の
楽
し
い

遊
び
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
中
山
晋
平
の
生
誕
地
」
と
い

う
地
域
性
を
活
か
し
、
晋
平
さ

ん
の
行
事
参
加
や
晋
平
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
親
し
む
活
動
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
「
冒
険
」

を
テ
ー
マ
に
、「
楽
し
い
保
育
園

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

☆
平
野
保
育
園

　

園
の
周
り
に
は
タ
ン
ポ
ポ
の

丘
と
命
名
を
す
る
ほ
ど
タ
ン
ポ

ポ
が
群
生
し
て
い
る
場
所
が
あ

っ
た
り
、
急
な
坂
道
が
あ
っ
た

り
、
そ
ん
な
自
然
の
中
で
子
ど

も
達
は
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い

ま
す
。
三
角
の
赤
い
屋
根
が
目

印
で
す
。

☆
西
町
保
育
園

　

今
、
年
長
児
は
竹
馬
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分

の
背
丈
よ
り
高
い
竹
馬
を
手
に

不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
自
分
の
力
で
竹
馬
に
乗

る
、
一
歩
ふ
み
だ
す
。
子
ど
も

の
喜
び
の
声
、
見
守
る
お
友
達

の
う
ら
や
ま
し
そ
う
な
ま
な
ざ

し
。
真
夏
の
太
陽
に
負
け
な
い

ほ
ど
熱
い
西
町
保
育
園
で
す
。

☆
松
川
保
育
園

　

松
川
保
育
園
は
市
街
地
の
東

に
位
置
し
、
東
山
の
ふ
も
と
、

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
隣
に
あ
り

ま
す
。
園
舎
は
明
る
く
、
間
山

の
間
抜
材
を
使
用
し
た
板
ば
り

の
廊
下
は
、
広
々
と
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
子
ど

も
達
は
、
毎
日
元
気
に
伸
び
伸

び
と
過
し
て
い
ま
す
。

☆
み
よ
し
保
育
園

　

元
気
な
子
ど
も
達
の
声
が
響

く
、
活
気
溢
れ
る
保
育
園
で
す
。

〇
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
未
満
児

が
全
園
児
の
三
分
の
一
を
占
め

て
い
ま
す
。
保
育
園
に
来
て
か

ら
立
て
る
よ
う
に
な
り
、
歩
け

る
よ
う
に
な
り
、
お
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
日
々
成
長
し

て
い
く
子
ど
も
達
の
姿
に
接
し
、

職
員
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
育

課
保
育
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
９
３
）

も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
野
市
は
き
の

こ
の
産
地
で
あ
る
こ
と
と
、
食

べ
方
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
買
い

物
を
し
て
く
れ
た
方
、
先
着
二

百
五
十
名
に
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
と

き
の
こ
料
理
レ
シ
ピ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、
中
野
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　お子さんの急な病気やけがの相談に対し、
乳幼児・小児の医療相談に経験豊富な助産師
がアドバイスする「小児救急電話相談」を実
施しています。
○電話番号　＃８０００
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話
　の場合は�０２６３（７２）２０００へ
○相談日時　毎日午後７時～11時

��������
���������������	


　子どもの病気への対応方法や、小児科医療の現
状を学び、安心して子育てができるように講演会
を開催します。子育て中の皆さんはもとより、地
域みんなで学んで考える良い機会ですので、ぜひ
ご参加ください。
日　時　９月21日(金)　午後２時
場　所　中央公民館２階教室
演　題　「小児救急医療講座
　　　　　～上手な病院へのかかり方～」
講　師　北信総合病院小児科部長　久保徹夫先生
受講料　無料
その他　託児申し込みは９月14日(金)までに電話
　　　　でお申し込み下さい。
申し込み・問い合わせ先  市役所子育て課子ども 
支援係（�２２－２１１１内線３５６）

子育て講演会のお知らせ子育て講演会のお知らせ

▲３日間で40万人以上が訪
れ　ました
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　市では、総合的に環境学習保全対策を進めるための環
境基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習など
について紹介しています。
　第６回の今月は、市内小学校の環境活動グループを紹
介します。

　平野小学校ボランティア委員会では、全校みんなに呼びか

けてリサイクル資源として大切なアルミ缶の回収を行ってい

ます。1学期には、約1,500個のアルミ缶が集まりました。

　昨年は、アルミ缶回収代金で、車イスを購入し、北信総合

病院老人保健施設もえぎに贈りました。今年も、いらなくな

ったアルミ缶をみんなで集め、車イスを購入しようと考えて

います。

　また、学校では、児童の願いのもと「校庭横の歩道沿いに

花を植えて、花いっぱいの学校にしよう」と活動を始めて２

年目となりました。本年度は、２年生と５年生の１クラスずつ

が、生活科と総合

的な学習の時間に

播種→仮植→定植

を行ってきました。

　現在は、ひまわ

り、コスモス、朝

顔と数々の花々が

通行する人を迎え

ています。

６６

　

市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
よ

り
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
選
べ
る
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ

ー
ド
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
旬
の
秋
冬
農
産
物
を

は
じ
め
、
酒
、
味
噌
、
ワ
イ
ン
、

菓
子
な
ど
の
加
工
品
を
十
五
社
三

十
四
品
目
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
の
販
売
価
格
は
一

冊
三
千
百
五
十
円
で
有
効
期
限
は
、

来
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
の
引
き
出
物
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
贈
り
物
に
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
の
お
取
り
扱

い
は
、
中
野
市
振
興
公
社
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
９
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲今回発行されたまごころのカード

▲昨年の冬のギフトカタログ

　

毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
で
い

る
、
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を

取
り
揃
え
た
「
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ

ロ
グ
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商

品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の

商
品
を
販
売
し
た
い
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
商
品　

中
野
市
産
農
産
物
及

び
市
内
で
製
造
さ
れ
た
食
品
や
特

産
品
で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配
が

可
能
な
も
の

応
募
締
切　

九
月
十
八
日�

提
出
書
類
等　

商
品
企
画
書
（
様

式
あ
り
） ・
商
品
写
真
・
契
約
書
・
掲

載
料
二
千
五
百
円
（
最
大
三
品
ま

で
掲
載
可
能
）・
手
数
料
百
三
十
円

（
一
品
）

応
募
条
件

○
食
品
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
の

　

遵
守

○
食
品
製
造
者
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｌ

保
険
の
加
入

○
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
容
器

ま
た
は
包
装
等
に
次
の
い
ず
れ

か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

・
中
野
市
で
製
造
さ
れ
て
い
る

　

・
原
材
料
が
中
野
市
産
で
あ
る

発
送
・
商
品
の
ク
レ
ー
ム
対
応　

参
加
各
社

カ
タ
ロ
グ
発
行
時
期　

十
月
中
旬

発
行
部
数　

四
万
五
千
部
（
中
野

市
及
び
姉
妹
都
市
等
全
戸
配
布
、

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
Ｄ
Ｍ
等
）

受
付
・
代
金
決
済
・
取
り
扱
い　

中
野
市
振
興
公
社
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
９
９
）

　

な
お
、
商
品
募
集
期
間
中
、
応

募
に
つ
い
て
の
相
談
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る

農
業
推
進
室
（�
�
２
１
１
１　

内
線
３
８
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の

活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的

に
、
長
野
県
民
球
団
「
信
濃
グ
ラ

ン
セ
ロ
ー
ズ
」
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
島
田
直
也
コ
ー
チ
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ
。
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
き
か
っ
け
は
。

Ａ
。
物
心
が
つ
い
た
頃
か
ら
で
す
。

親
の
話
に
よ
る
と
、
テ
レ
ビ
を
見

て
い
て
、
選
手
に
な
り
た
い
と
言

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

Ｑ
。
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
う
え

で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ
。
基
本
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
が
、
あ
と
は
選
手
た
ち
の
自
主

性
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ
。
野
球
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

Ａ
。
何
事
に
も
夢
を
持
っ
て
、
そ

の
夢
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
必
ず
、
夢
は
か
な
う
と
思
い

ま
す
。
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島田直也コーチ

今後の試合日程（９月１０日～、県内会場分）

会　場対戦相手開始時間日　　程

松本市営石川ミリオンスターズ18:00９月16日�

小諸南城富山サンダーバーズ13:00９月17日�

諏訪湖ス富山サンダーバーズ13:00９月22日�

飯田県営石川ミリオンスターズ13:00９月23日�

松本市営新潟アルビレックス12:0010月６日�

長野五輪新潟アルビレックス18:0010月12日�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
官

製
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、

氏
名 （
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
） ・ 
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
三
八
三
―
八
六
一

四　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三

番
十
九
号　

市
役
所
庶
務
課
秘

書
広
報
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル　

hisho@
city.nakan

o.nagano.jp

　

市
と
中
野
市
音
楽
団
体
連
盟
で

は
、
市
内
の
音
楽
活
動
者
の
方
や

一
般
の
方
を
対
象
に
発
声
の
基
礎

を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
発

声
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
発
声

に
関
心
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
合

唱
の
経
験
の
な
い
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。

日
時　

十
月
二
十
日�
　

午
後
一

時
三
十
分
〜
午
後
四
時

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂
（
＊
参

加
人
数
に
よ
っ
て
会
場
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

講
師　

黒
田
浩
一
先
生
（
大
東
文

化
大
学
非
常
勤
講
師
、
文
京
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
）

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

十
月
十
日�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

 （�
�
２
１
１
１
内
線
３
９
４
）

合
唱
の
た
め
の

発
声
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　中山晋平先生・高野辰之先生をはじめとする本市出身の音楽家の業績を称え、
優れた音楽芸術に触れていただくための事業として、今年度は世界の音楽的水
準の中で最高レベルにあるチェコの室内楽界から、チェコ・プラハ管弦楽団を
招致してコンサートを開催します。この機会に、チェコの音楽的伝統を伝える
オーケストラをご鑑賞してみてはいかがでしょうか。
日　時　11月30日�　午後６時30分開演
会　場　市民会館ホール
入場料　前売券…大人3,000円、高校生以下1,000円
　　　　当日券…大人3,500円、高校生以下1,000円
　　　　（晋平･辰之メモリアル特別料金）全席自由席
チケット取扱場所　シンフォニア･ヒオキ楽器㈱中野店／ＪＡ中野市各支所／
中野商工会議所／ＪＡ北信州みゆき豊田地区各支所／中野陣屋・県庁記念館／
中山晋平記念館／豊田文化センター／高野辰之記念館／ぽんぽこの湯／もみじ
荘／まだらおの湯／道の駅ふるさと豊田／市役所文化振興課
問い合わせ先　市役所文化振興課文化振興係（�２２－２１１１内線３９４）
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九
月
は
『
認
知
症
高
齢
者
対
策

・
高
齢
者
虐
待
防
止
県
民
運
動
強

調
月
間
』
で
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
及
び
高
齢
者
虐
待
防
止
意
識
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
、
生
涯
を
通

じ
て
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
「
認
知
症
」
は
、
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
病
気
で
す
。「
認
知
症
」

に
対
す
る
誤
解
が
原
因
と
な
っ
て
、

高
齢
者
へ
の
虐
待
に
結
び
つ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

「
認
知
症
」
と
は

　

成
人
に
な
っ
て
か
ら
起
こ
る
認

知
機
能
障
害
で
、
日
常
生
活
の
様

々
な
面
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
認

知
症
は
、
歳
の
せ
い
に
よ
る
物
忘

れ
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
病
気
で

す
が
、
大
き
な
違
い
の
一
つ
と
し

て
、
認
知
症
は
記
憶
の
全
て
を
忘

れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
歳
の
せ

い
に
よ
る
物
忘
れ
は
記
憶
の
一
部

を
忘
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。

「
認
知
症
？
」
と
思
っ
た
ら

　

「
認
知
症
」
の
よ
う
な
症
状
が

現
れ
た
ら
、
隠
し
た
り
放
っ
て
お

か
ず
に
早
め
に
主
治
医
等
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
切
な
治
療
や
介
護
に
よ
っ
て
、

症
状
が
改
善
さ
れ
た
り
進
行
が
抑

え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
最
も
大

切
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
る
の
？

・
身
体
的
虐
待　

た
た
く
、
つ
ね

る
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴
力
。

ま
た
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
た

り
、
意
図
的
に
薬
を
過
剰
に
服

用
さ
せ
た
り
し
て
身
体
拘
束
や

抑
制
を
す
る
、
外
部
と
の
接
触

を
意
図
的
に
断
つ
こ
と
。

・
心
理
的
虐
待　

怒
鳴
る
、
罵
る
、

悪
口
を
言
う
。
排
泄
の
失
敗
等

を
嘲
笑
し
た
り
、
そ
れ
を
人
前

で
話
し
て
恥
を
か
か
せ
る
。
ま

た
、
意
図
的
に
無
視
し
た
り
著
し

く
拒
絶
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
。

・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
・
世
話
の

放
棄
、放
任
）　

入
浴
を
さ
せ
な

い
、
水
分
や
食
事
を
与
え
ず
高

齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著

し
い
減
食
を
す
る
な
ど
日
常
の

世
話
を
せ
ず
放
棄
す
る
こ
と
。

ま
た
、
必
要
な
介
護
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
相
応
の
理
由
な
く
制

限
し
た
り
使
わ
せ
な
い
こ
と
。

・
経
済
的
虐
待　

日
常
生
活
に
必

要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ

せ
な
い
。
年
金
や
預
貯
金
を
本

人
の
意
志
・
利
益
に
反
し
て
使

用
す
る
。
不
動
産
な
ど
を
本
人

に
無
断
で
処
分
す
る
こ
と
。

・
性
的
虐
待　

排
泄
の
失
敗
に
対

し
て
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に

し
て
放
置
し
た
り
、
性
的
な
暴

力
・
イ
タ
ズ
ラ
を
す
る
こ
と
、

ま
た
は
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

高
齢
者
虐
待
の
疑
い
が
あ
っ
た
ら

　

市
で
は
高
齢
者
虐
待
の
防
止
や

虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
の
保
護
の

た
め
、
高
齢
者
本
人
や
養
護
者
の

相
談
に
応
じ
、
助
言
や
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
命
や
身
体
に
重
大

な
危
険
が
生
じ
て
い
る
場
合
を
発

見
し
た
方
は
、
市
へ
通
報
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
・
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

相
談
・
通
報
窓
口　

中
野
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）�
�
２
１
１
１
内

線
３
６
６
・
３
６
７

認
知
症
高
齢
者
へ
の
理
解
と

認
知
症
高
齢
者
へ
の
理
解
と

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
うう

加齢 （歳のせい） によるもの忘れ認知症によるもの忘れ

病気ではない病気

半年～１年では変化なし進むことが多い

記憶障害のみ物忘れ以外に時間の感覚や物
事の判断が不確かになる

他の精神症状を伴わない物盗られ妄想などの精神症状
を伴うことがある

自覚があるしばしば自覚していない

住宅用火災警報器の設置 …①
　消防法の改正に伴い、すべての家庭で住宅用火災警報
器の設置が必要になりました。新築住宅は平成18年6月か
ら、既存住宅は平成21年６月までに設置が必要です。
　市では、火災警報器を給付する制度があります。
※対象者　独り暮らし高齢者及び日常生活において常時

介護を必要とする高齢者の方
　　　　（所得の制限があります。）

認
知
症
の
正
し
い

理
解
と
適
切
な

ケ
ア （
支
援
）を
！

高
齢
者
虐
待
を

防
ご
う
！

 「認知症による物忘れ」 と 「加齢 （歳のせい） による物忘れ」 の違い

健
や
か
な 
心
と
体
で 
い
き
い
き
長
寿

高齢者にやさしい住宅改良促進事業 …② 
　要介護高齢者が常時使用する居室、浴室、便所等につ
いて、日常生活をできる限り自力で行えるようにすると
ともに、家庭介護者の負担軽減等を図るための住宅改良
に要する経費に対し、一部を補助する制度があります。
※対象者　要介護高齢者の方（所得の制限があります。　
　　　　　工事着工前に申込や審査の必要があります。）
問い合わせ先　①②…市役所健康長寿課長寿支援係（中
野保健センター内）�２２‐２１１１内線２４３、①…豊田支所
健康福祉課健康長寿係（�３８-３１１１内線１２１）
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太
く
長
く
伸
び
て
き
た
脚
を
放

り
出
し
て
寝
て
い
る
わ
が
子
の
寝

姿
を
見
て
「
お
お
、
い
つ
の
間
に

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
！
」
と

毎
日
見
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
の
に

驚
く
体
験
を
す
る
の
は
、
急
激
な

発
達
を
み
せ
る
高
学
年
の
頃
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
小
学
校
四
年
か
ら
六

年
ま
で
の
三
年
間
の
身
長
･
体
重

の
伸
び
（
平
成
十
八
年
度
統
計
）

を
見
る
と
、
身
長
は
男
子
平
均
で

一
一
・
五
㌢
（
女
子
一
三
・
五
㌢
）、

体
重
は
男
子
平
均
七
・
九
㌔
（
女

子
九
・
四
㌔
）
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
思
春
期
の
入
口
に
来
た

な
と
実
感
す
る
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
と
き
、
子
ど
も
の
内
面

も
連
動
し
て
変
化
し
、
発
達
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
く
観
察
し
て
い

る
と
気
づ
き
ま
す
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
手
紙
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
贈
っ
た
、
も
ら
っ
た

で
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
り
、
遠
足

や
キ
ャ
ン
プ
の
と
き
の
班
編
成
な

ど
の
場
面
を
見
る
と
、
異
性
を
強

く
意
識
し
て
き
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
す
。
異
性
に
対
す
る
感
情

の
芽
生
え
・
発
達
は
考
え
方
や
感

じ
方
に
も
変
化
を
み
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
感
受
性
が
敏

感
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
自
分

の
能
力
を
友
だ
ち
と
比
べ
て
気
に

し
た
り
、
先
生
や
親
が
自
分
と
人

を
わ
け
へ
だ
て
な
く
接
し
て
く
れ

て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
鋭
く
感

じ
と
っ
て
き
ま
す
。「
え
こ
ひ
い
き
」

な
ど
言
い
出
し
て
く
る
の
も
こ
の

頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

思
考
力
も
高
く
な
り
、
大
人
顔
負

け
の
理
屈
を
言
っ
て
困
ら
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
。
さ
ら
に
、
自

然
・
音
楽
・
美
術
な
ど
に
関
心
を

持
ち
、
感
動
す
る
心
も
育
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
内
面
の
変
化
や
広

が
り
は
、
生
活
の
中
で
様
々
な
つ

ま
づ
き
や
揺
れ
を
見
せ
な
が
ら
、

乗
り
越
え
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

当
然
、
家
庭
で
の
親
の
対
応
や
支

援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
干
渉
の
し
す

ぎ
、
放
任
の
し
す
ぎ
、
子
ど
も
の

言
い
な
り
に
落
ち
込
ん
で
い
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
学
習
内
容

の
程
度
も
高
く
な
っ
て
、
親
も
即

座
に
子
ど
も
の
質
問
に
答
え
て
い

け
な
く
な
っ
て
く
る
と
き
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
宿
題
を

親
に
依
存
で
き
な
い
と
感
じ
て
く

る
と
き
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
い
い
の
だ
ろ
う
、
自
分
で
何
と

か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
自
学

自
習
の
気
持
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
親
の

戸
惑
い
を
隠
し
た
り
、「
勉
強
し
な

さ
い
」「
宿
題
を
や
っ
た
か
」
と

言
い
続
け
て
し
ま
う
こ
と
に
落
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
学
級
懇
談
会
な

ど
で
研
究
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

同
じ
ク
ラ
ス
に
い
て
も
学
年
が

違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
体
の
大
き
さ
の
違
い
が
目
立

つ
の
も
こ
の
頃
で
す
。
体
の
発
達

は
内
面
と
も
連
動
し
た
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
体
が
小
さ
い
と
心
配

し
た
り
し
ま
す
が
、
発
達
速
度
の

個
人
的
な
違
い
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
段
階
で
解
消
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
発
達
速
度
の
違
い

を
「
個
人
の
違
い
」
と
受
け
と
め

て
、
ゆ
っ
た
り
と
見
守
っ
て
あ
げ

た
い
で
す
ね
。

―
―
―
○
―
―
―
○
―
―
―

　

放
課
後
、
学
校
生
活
か
ら
解
放

さ
れ
て
も
「
た
だ
い
ま
」「
お
か

え
り
」
の
安
ら
ぎ
と
安
心
を
得
る

親
子
の
交
流
等
も
、
忙
し
く
働
く

親
の
状
況
も
あ
っ
て
な
か
な
か
思

う
と
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
現
在
の
社
会
構
造
や

家
庭
環
境
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長

発
達
に
陰
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

古
く
て
新
し
い
※
孟
母
三
遷
の

教
え
か
ら
、
子
ど
も
の
環
境
を
作

る
の
は
外
に
期
待
し
た
り
要
求
す

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
の
知
恵

や
気
づ
き
、
努
力
に
よ
っ
て
も
改

善
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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※　

孟
母
三
遷
の
教
え

　

孟
子
は
早
く
に
父
を
失
い
、
母
に

育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

墓
地
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
時
、

葬
式
の
ま
ね
を
し
て
遊
ぶ
孟
子
を
見

て
、
母
は
市
場
の
近
く
に
引
っ
越
し

ま
し
た
。
今
度
は
、
商
人
と
客
を
ま

ね
て
遊
ぶ
の
で
、
母
は
学
校
の
そ
ば

に
住
居
を
変
え
ま
し
た
。
す
る
と
祭

祀
（
ま
つ
り
）
の
行
儀
を
ま
ね
て
遊

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
孟
子
の
母

は
、
こ
こ
に
住
居
を
決
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
教
育
に
は
住
む
環
境
が

大
事
で
あ
る
と
い
う
た
と
え
で
す
。
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　８月25日、中山晋平生誕120年記念　2007中野市
民音楽祭が市民会館ホールにおいて開催されました。
開会後、まず、会場に集まった皆さんで「肩たたき」
を合唱。引き続いて永年音楽団体活動者表彰式が行
われ、これまで長きにわたり音楽活動をされてきた
５名の方が受賞されました。当日は20団体が参加さ
れ、合唱をはじめ、箏、太鼓、吹奏楽の演奏も披露
されました。最後は「故郷」を全員で合唱し、今年
の市民音楽祭は幕を閉じました。

��������	
	��
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　８月８日、「地域情報基盤整備事業・財政状況地区別
説明会」が、市民会館41号会議室を皮切りに始まりま
した。
　この説明会は、市が今年度から光ファイバー及び同
軸ケーブルによる情報基盤整備事業を行うことの必要
性や概要、整備後に提供されるサービス内容や効果に
ついて、また、あわせて市の現在の財政状況及び今後
の見通しについて説明するもので、８月31日まで市内
各地区で開催されました。

▲事業の内容について説明しました

平成１9年９月　広報なかの  16

▲会場の皆さんと合唱�

　８月26日、高野辰之記念館において「ムシカアレグ
レコンサート」が開催されました。当日は、国立音楽
大学、東京学芸大学の学生を主体とした皆さんによる
「故郷」「信濃の国」などの演奏がありました。
　27日には中山晋平記念館で「サマーコンサート」が
開催され、ア・カペラ男声合唱団なにわによる重厚な
ハーモニー、女声合唱団コールウィンズによるさわや
かな歌声、２つの合唱団が一つになった「阪神クワイ
ヤーズ」の歌声が会場一杯に響き渡りました。

▲美しい音色が響き渡りました

����������

　８月25日の夕方、北信濃ふるさとの森文化公園創造
館周辺において、納涼祭が開催されました。
　芝生広場では、フリーマーケット、地元ライブハウ
スで活動中の皆さんによるコンサートがあったほか、
フードコーナーでは、焼きそば、たこ焼きなどの販売
がありました。訪れた皆さんは、昼間の暑さとうって
かわった夏の宵を楽しく過ごしていました。

�������
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　�全国交通安全母の会連合会が主催し、交通安全
キャンペーンを展開する全国キャラバン隊が８月23日、
西町保育園を訪れました。
　伝達式では、キャラバン隊の遠藤隊長から内閣府特
命担当大臣の交通安全メッセージが青木市長に伝達さ
れました。
　その後、西町保育園の園児へ交通安全啓発物品の贈
呈がされ、伝達式に引き続き、園児への交通安全教室
を開催し、交通安全の啓発を行いました。

���������	
�

�������

▲キャラバン隊から交通安全啓発物品が贈呈されました ▲夕涼みのひと時を楽しく過ごしました

������
　８月26日、中野市民プールにおいて、「第３回中野市
民水泳大会」が開催されました。
　当日は、日差しが照りつける中、真っ黒に日焼けし
た小学生低学年から大人までの約100名が参加し、50
㍍自由形・平泳ぎなど19種目に分かれて競技を行いま
した。
　参加された小、中学生の皆さんは、友達や先生、両
親からの大きな声援に後押しされて、精一杯泳いでい
ました。

▲最後のひと踏ん張り、がんばれ！

　８月11日、中野市営野球場において「第３回中野市
長杯争奪三高校野球大会」が開催されました。今大会
は、中野西高校と中野実業高校・中野高校・中野立志
館高校の合同チームとの試合が行われ、中野西高校が
勝利しました。また、大会終了後は赤穂高校をゲスト
チームに迎え、赤穂高校対中野西高校、赤穂高校対合
同チームの練習試合が行われ熱戦が繰り広げられました。

▲猛暑の中、熱戦が繰り広げられました
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�▼ 新井神社。ここ数年、
改修が行われ風格が出
てきた。

�▲ 新井薬師堂。昨年は再建25周
年を迎え、今年の７月には境内
を整備した。中野百景の１つ。

�▼ 北信州・牧の入スノーパーク。
高社山の北斜面にあり、北信州
を一望できるスキー場。

�▲ 中小屋の薬師堂。平
成８年５月８日に再建
された。

���
���

�
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　中小屋区では、５月８日と11月８日が薬
師さんのお祭りの日となっています。また、
以前は豊国神社の秋祭りも９月に開催して
いました。牧ノ入区では、11月に収穫祭を
公会堂で開いており、ビデオ上映、落語の
講演、もちつき大会など、その年によって
様々な行事を行っています。

　新井区には中野百景にも選ばれた薬師
堂があり、５月８日と11月８日の薬師縁
日には関係寺院に来ていただき法要を行
い、また、３月15日には「やしょうま」
を作る行事もあります。また、新井神社
では、４月に春祭り、10月には秋祭り、
正月にはどんど焼きを催しています。

No.�

 新  
あら

 井  区
い

   牧  ノ  入 区
まき の いり

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
一
本
木
中
央
花
壇

の
会
」
は
、
国
道
二
九
二
号
、
一
本
木
中

央
信
号
機
北
側
に
あ
る
、
草
だ
ら
け
だ
っ

た
場
所
を
花
壇
に
し
て
花
を
植
え
よ
う
と
、

お
茶
飲
み
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
平
成
十
六

年
の
秋
に
で
き
た
会
で
、
現
在
は
四
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
春
と
秋
の
二
回
、
花
壇

へ
の
花
植
え
、
草
刈
り
な
ど
で
す
。
花
植

え
の
際
は
、
毎
回
、
花
が
咲
い
た
時
に
花

壇
全
体
が
絵
に
な
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ

め
下
絵
を
描
い
て
か
ら
、
花
の
種
類
、
色
、

背
丈
を
見
な
が
ら
考
え
、
決
め
る
こ
と
が
、

苦
労
で
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
る
と
こ

ろ
だ
そ
う
で
す
。

　

会
の
皆
さ
ん
は
、「
通
り
か
か
る
皆
さ
ん

に
き
れ
い
だ
ね
、
と
声
を
か
け
て
も
ら
う

こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く

花
を
植
え
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

こ
の
秋
の
花
植
え
の
デ
ザ
イ
ン
も
決
ま
り

ま
し
た
。
ヒ
ン
ト
は
市
の
特
産
物
で
す
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話

し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

��������	

   中  小  屋 区
なか ご や

プロジェクトＷのコーナーは今月号をもって終了となります。
来月号からは新企画がスタートします。19　 平成１9年９月　広報なかの

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
直
樹
さ
ん
）
中
学
校
で
同
じ
ク

ラ
ス
で
し
た
。
二
十
歳
の
時
に
、

ク
ラ
ス
の
仲
間
数
人
で
集
ま
っ
た

時
に
、
彼
女
も
来
て
い
て
五
年
ぶ

り
に
再
会
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

二
人
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
し

ば
ら
く
し
て
私
か
ら
告
白
し
て
付

き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
直
樹
さ
ん
）
中
学
校
時
代
は
、

た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
し
た
が
、

再
会
し
た
時
は
、
き
れ
い
に
な
っ

た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（
真
弓
さ
ん
）
私
も
再
会
し
た
時

は
、
大
人
っ
ぽ
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。 �

お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
直
樹
さ
ん
）
わ
が
ま
ま
な
性
格

だ
け
ど
、
愛
想
を
尽
か
さ
ず
付
い

て
来
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
真
弓
さ
ん
）
長
く
付
き
合
っ
て

い
る
分
、
楽
で
居
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
直
樹
さ
ん
）
明
る
く
元
気
な
家

庭
に
し
た
い
で
す
。
真
弓
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
、
二
人
で
力
を
合
わ

せ
て
行
こ
う
！

（
真
弓
さ
ん
）
お
互
い
助
け
合
っ

て
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
。
直
樹
さ
ん
、
お
酒
の

飲
み
す
ぎ
に
は
気
を
つ
け
て
ね�

市　川　直　樹  さん  （26歳）
　　　　真　弓  さん  （26歳）

（普代）

�����

　

ぼ
く
は
、
長
丘
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

と
い
う
野
球
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ぼ
く
の
守
備
位
置
は
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。
打
順
は
、
三

番
バ
ッ
タ
ー
で
す
。
長
丘
レ
ン
ジ

ャ
ー
ズ
は
全
員
で
十
八
人
で
す
。

長
丘
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
か
ん
と
く

は
、
す
ご
く
優
し
い
で
す
。
か
ん

と
く
は
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
ら
な
く

て
も
ど
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。「
ス

ト
ラ
イ
ク
が
、
入
ら
な
い
原
因
は

な
に
か
、
考
え
て
次
に
や
る
時
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
自
分
で
判
断

す
れ
ば
い
い
」
そ
う
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
ぼ
く
は
か
ん
と
く
の
言
っ

た
こ
と
を
頭
の
中
に
入
れ
て
投
げ

た
い
で
す
。
ぼ
く
は
六
年
生
な
の

で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
で
き
る
の
は

小
学
生
の
野
球
で
も
う
一
年
も
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
目
標
を
持
っ

て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
の
目
標
は
、「
ノ
ー
ヒ
ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン
や
、
完
全
試
合
を
し
た

い
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
小
学
生
で
、
目
標
が
達
成

で
き
な
く
て
も
、
中
学
生
に
な
っ

て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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二
人
は
中
学
校
の
同
級
生

　
　
　
　

助
け
合
っ
て
明
る
い
家
庭
に

新
婚
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
は
今
月
号
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

来
月
号
か
ら
は
新
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お盆の成人式は今年で最後

　８月15日、「平成19年度中野市豊田地域成人式」が中
野市豊田文化センターで開催され、豊田地域の新成人
81名のうち66名の皆さんが出席しました。
　まず、第１部の式典は、全員の「故郷」の斉唱で始
まり、市長はじめ来賓の方々からのお祝いのことば、
激励のことばのあと、記念品の贈呈、成人者代表の方
からのあいさつが厳粛な中で行われました。
　また、第２部では、記念事業、思い出のビデオ上映
が行われ、幼少時代の映像に昔を懐かしんでいました。
　この成人式は、合併前の旧豊田村時代から毎年８月
に開催されてきましたが、来年から、中野地域の成人
式と一緒になり毎年５月に開催されることが決まり、
今回が夏に開催される豊田地域最後の成人式となりま
した。

中野市豊田地域成人式

�������

��������
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中
野
市
で
は
、
高
等
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
専
修
学
校
に
在
学
す
る
方

（
通
信
制
・
通
信
教
育
を
除
く
）

に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
の
要
件　

市
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
て
い
た
こ
と
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
で

あ
る
こ
と
等

募
集
人
員　

２
名
程
度

募
集
締
切　

９
月　

日�
25

期
日　
　

月
３
日�

10

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３

30

時　

分
20

見
学
場
所　

豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
、

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
豊
田
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
、

最
終
処
分
場
、
北
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
昼
食
）、
東
山
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
い
こ
い
苑

定
員　
　

名
40

費
用　

２
４
０
円 （
昼
食
代
） 

申
込
締
切　

９
月　

日�
21

そ
の
他　

集
合
（
解
散
）
場
所
は
、

市
役
所
本
庁
ま
た
は
豊
田
支
所
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

空
き
住
宅
及
び　

月
か
ら　

月

10

12

ま
で
の
間
に
明
渡
し
の
あ
っ
た
市

営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月　

日�
〜　

日�

10

21

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、
泉
、
長

元
坊
、
小
田
中
及
び
城
下
の
各
市

営
住
宅

抽
選
日
時
及
び
会
場

９
月　

日�
　

午
後
２
時

26

市
民
会
館　

号
会
議
室

45

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

※
入
居
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
毎
年
９
月　

日
（
屋

10

外
広
告
の
日
）
か
ら
９
月　

日
ま

19

で
「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

を
実
施
し
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

旬
間
中
に
屋
外
広
告
物
表
示
禁
止

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

期
間　
　

月　

日�
か
ら
毎
週
月

10

15

曜
日
、
全
七
回

時
間　

午
前　

時　

分
〜
正
午

10

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

名
20

講
師　

宮
崎
栄
子
さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
･
受
付　

９
月　

日�
か
ら

18

 （
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

物
件
の
一
斉
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

次
の
も
の
は
、
広
告
物
の
表
示

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
屋
外
広
告
物
表
示
禁
止
物
件

（
主
な
も
の
）
①
電
柱
、
街
路
灯

柱
②
街
路
樹
③
道
路
上
の
さ
く
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
④
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
⑤
信
号
機
、
道
路
標
識
⑥
橋

（
陸
橋
、
横
断
歩
道
橋
、
こ
線
橋

含
む
）
⑦
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内

線
２
７
３
）ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係（
内
線
１
５
３
）

�屋
外
広
告
物
表
示
禁
止

物
件
の
一
斉
点
検

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
内
線
２
７
３
）

�

市
の
施
設
見
学

参
加
者
募
集

庶
務
課
秘
書
広
報
係（
内
線
２

１
２
）ま
た
は
豊
田
支
所
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
１
１
６
）

�

�

�

�

�
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被保険者・年金受給者の皆様へ
●年金記録確認第三者委員会がスタートしました
　確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などのな
い方々のために、ご本人の立場に立って公正に判断する仕組み
「年金記録確認第三者委員会」がスタートしました。この判断
が尊重され、皆様の年金の額に反映されます。詳しくは、お近
くの社会保険事務所にお問い合わせください。また、総務省ホ
ームページ（http://www.soumu.go.jp）でもご案内しています。
●国民年金「得する１０月」
　国民年金には保険料をまとめて納められる前納制度がありま
す。前納すると保険料が割り引かれて大変お得です。１０月は
６ヶ月分の保険料を納付書だけでなく、口座振替でも前納でき
る月です。
・納付書で納めると　　　通常より６９０円のお得
・口座振替で納めると　　通常より９６０円のお得
※口座振替で前納する場合は、お早めに手続きをお願いします。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）及び
豊田支所市民環境課市民環境係（内線１３５）または
長野北社会保険事務所�０２６-２４４-４１００
「ねんきんダイヤル」�０５７０-０５-１１６５

奨
学
生
の
募
集

学
校
教
育
課
総
務
係

（
内
線
３
０
３
）

�

図
書
館
の
休
館

　

市
立
図
書
館
、
北
部
・
西
部
・

豊
田
分
館
の
全
蔵
書
を
一
斉
に
照

合
・
点
検
し
所
在
不
明
図
書
の
確

認
な
ど
を
行
う
た
め
休
館
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
借
り
て
い
る
本
を

ポ
ス
ト
に
返
す
こ
と
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
お
よ
び
蔵
書
検

索
は
利
用
で
き
ま
す
。

期
間　

９
月　

日�
ま
で

13

問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館　
�
�
５
８
４
１

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
臨
時
休
業

　

施
設
点
検
・
修
繕
等
の
た
め
、

臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
及

び
ロ
グ
コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
併

せ
て
休
業
と
な
り
ま
す
。

期
間　
　

月　

日�
〜　

日�

10

15

19

問
い
合
わ
せ
先

間
山
温
泉
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

�
�
２
６
８
６

ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ （
後
期
）

参
加
者
募
集

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

�
２
２
８
７

�

�

�

�

�
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“信濃路はルールとマナーの走るみち。”
　　　　　　　　９月21日�～30日�
【運動の重点】◆高齢者の交通事故防止
◆飲酒運転の根絶◆夕暮れ時と夜間の歩
行中・自転車乗用中の交通事故防止◆後
部座席を含むシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
◆生活道路における交通事故の防止

秋の全国交通安全運動
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
国
民
の

ふ
だ
ん
の
就
業
・
不
就
業
の
状
態

を
調
べ
る
た
め
、　

月
１
日
に
就

10

業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
９
月
か
ら　

月
に
か

11

け
て
、
農
業
委
員
に
よ
る
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
の
立
ち

入
り
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
不
用
農
薬
等
の
処
分
】

①
登
録
失
効
農
薬
、
有
効
期
限
切

れ
農
薬
、
使
用
す
る
見
込
み
の

な
い
等
の
不
用
農
薬
は
、
農
協

・
販
売
店
等
に
相
談
の
上
、
適

正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
用
農
薬
は
、
河
川
等
に
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
農
薬
の
保
管
・
管
理
】

①
保
管
す
る
場
所
に
は
、
必
ず
カ

ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
毒
物
・
劇
物
は
毒
性
が
強
い
の

で
、
危
被
害
や
盗
難
が
な
い
よ

う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
も
し
、
盗
難
・
紛
失
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
、
警

察
署
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
の
空
容
器
、
空
袋
等
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
農
協
・
販
売

店
等
に
相
談
の
上
、
適
正
に
処

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

巨
峰
等
の
果
樹
の
収
穫
期
を
迎

就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご
協
力
を

政
策
情
報
課
統
計
交
流
係

（
内
線
２
１
７
）

�◎
今
月
は
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策

　

推
進
月
間
で
す

　

１
９
８
７
年
９
月　

日
に

16

「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質

に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議

定
書
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

ち
な
み
、
９
月
が
こ
の
月
間
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
上
約　

〜　

㎞
の
成
層
圏

10

50

に
は
オ
ゾ
ン
層
が
存
在
し
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
２
２
）

�

農
薬
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

不
用
農
薬
は
適
正
に

処
分
し
ま
し
ょ
う

農
政
課
農
政
振
興
係

（
内
線
２
５
３
）

�

シリーズ
��������

有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
し
、

生
命
を
保
護
す
る
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
な

ど
が
そ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

し
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
出
現
、

皮
膚
ガ
ン
が
増
加
す
る
な
ど

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
の
発
表
で
は
、
昨

年
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
は
過
去
最

大
級
に
発
達
し
、
最
大
時
の

面
積
は
２
０
０
０
年
に
次
い

で
第
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
上
空
の
オ
ゾ

ン
の
量
は
１
９
９
０
年
代
半

ば
以
降
、
緩
や
か
な
増
加
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意�

農
政
課
耕
地
林
務
係

（
内
線
２
５
１
）

�

　コンポスト化施設により製造した肥料、
なかの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
９・10月の販売日
９月12日�、16日�、26日�
10月３日�、10日�、21日�、31日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

���������	
���
�
　農作物の被害防止を図るため、市猟友会の
ご協力により害鳥獣駆除を実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
�実 施 日　８日�、16日�、22日�
　対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　　※豊田地域は別途実施
　駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除（ニホンザル、イノシシ）
�実 施 日　12日�、26日�
　対象区域　栗和田から桜沢にかけた山際
　駆除時間　午後１時30分から概ね２時間

※駆除実施中は、銃器を使用するため大変危
険ですので、駆除時間には対象区域に近づ
かないようご協力をお願いします。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協議会
事務局（市役所農政課内�（22）２１１１内
線２５１、有線２０６４４）

害鳥駆除 ・ 害獣巡回駆除《９月の実施日程》
え
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の

被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
誘
引
物
の
除
去
や
藪
の
刈
り

払
い
な
ど
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
に
入
る
時
、
ま
た
は

山
際
で
作
業
す
る
時
は
鈴
や
ラ
ジ

◎
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と

　

地
球
温
暖
化
は
別
の
問
題

「
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る

と
太
陽
光
が
強
く
照
ら
す
よ

う
に
な
り
地
球
が
温
暖
化
す

る
」
と
、
地
球
温
暖
化
の
仕

組
み
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

に
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
「
温
室
効
果

ガ
ス
」
が
増
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
球
の
平
均
気
温

が
上
昇
し
、
気
象
や
自
然
環

境
、 社
会
な
ど
に
、さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
現
れ
る
問
題
で
す
。

　

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

オ
な
ど
を
鳴
ら
し
て
ク
マ
に
人
間

の
存
在
を
知
ら
せ
る
な
ど
し
て
被

害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
の
目
撃
や
農
作
物
被
害
に

遭
わ
れ
た
場
合
は
、
農
政
課
耕
地

林
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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（
８
月　

日
現
在
で
掲
載
）

29

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト
★
子
供
服
（
女
の
子
用
）

★
五
月
人
形
★
プ
リ
ン
タ
ー
・

ス
キ
ャ
ナ
ー
★
食
器
棚
★
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破
魔
矢
★
水
槽

（
飼
育
セ
ッ
ト
付
）
★
電
気
ス

ト
ー
ブ
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★

鏡
台
★
ぶ
ど
う
収
穫
箱
★
大
正

琴
★
布
団

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線

★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き

★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
窓
用
ク

ー
ラ
ー
★
自
転
車
★
電
動
自
転

車
★
シ
ル
バ
ー
カ
ー
（
手
押
し
）

★
子
供
服
（
双
子
の
男
の
子
用

・
一
才
の
女
の
子
用
）
★
テ
レ

ビ
★
車
用
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋
根

設
置
）
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
幼
児

用
自
転
車
★
掃
除
機
★
冷
蔵
庫

★
溶
接
機
★
洗
濯
機
★
戦
隊
モ

ノ
玩
具
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
★
簡

易
ベ
ッ
ド
★
ピ
ア
ノ
★
ベ
ッ
ド

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

 「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
募
集

県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化

・
生
涯
学
習
課

０
２
６ （　

） ８
９
９
６
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�

期
日　

９
月　

日�
11

時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

30

30

分
（
受
付
開
始
午
後
６
時
〜
）

会
場　

中
野
市
民
会
館　

号
会
議

41

室
（
参
加
無
料
）

参
加
申
込　

電
話
に
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の

監
督
で
あ
る
木
田
勇
さ
ん
の
講
演

を
始
め
、
先
進
ク
ラ
ブ
の
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
催　

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

そ
の
他　

当
日
参
加
も
可
能
で
す

が
、
参
加
者
多
数
の
場
合
は
入
場

制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
実
に
入
場
を
希
望
さ
れ
る

方
は
事
前
申
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
、
地
域
の
た
め
に
こ
れ
か
ら

何
か
始
め
た
い
方
、
一
緒
に
地
域

（
ま
ち
）
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
中
野
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

13

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

30

時　

分
30

会
場　

中
野
市
中
央
公
民
館
を
主

会
場
に
中
野
市
街
地
一
円

内
容　

①
中
野
市
街
地
散
策

②
講
演
会　

講
師　

野
尻
博
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ま
ち
づ
く
り

機
構
理
事
長
・
大
道
芸
人
）

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

④
交
流
会
（
大
道
芸
観
賞
付
）

参
加
費　

千
円
（
昼
食
付
）
交
流

会
参
加
者
は
三
千
円

申
込
期
限　

９
月　

日�
２８

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

北
信
地
方

事
務
所
地
域
政
策
課
企
画
振
興
係

　

「
無
料
で
点
検
を
し
ま
す
」
と

言
っ
て
、
家
に
上
が
り
こ
み
、「
床

下
が
腐
っ
て
い
る
」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
っ
て
工
事
の
契
約
を
さ
せ

た
り
、「
布
団
が
カ
ビ
て
い
る
」
な

ど
と
根
拠
の
無
い
こ
と
を
言
っ
て
、

布
団
を
買
わ
せ
た
り
す
る
商
法
で

す
。
契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、
す
ぐ

に
は
決
め
ず
家
族
や
友
人
に
相
談

し
た
り
、
他
の
業
者
に
状
態
を
確

認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
の
な
い
工
事
や
商
品
で
あ

る
な
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

　

何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全

係
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

９
月
７
日�
〜　

日�
28

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

「
家
庭
の
日
」
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

題
材　

親
子
や
家
庭
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
自
由
。
た
だ

し
、
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

規
格　

２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
最
大
四

つ
切
版
（
ワ
イ
ド
可
）
ま
で
の
プ

防
衛
大
学
校
等
の

学
生
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長
野
地

域
事
務
所
０
２
６ （　

） ６
０
２
６
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�

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
３
５
７
２

�

リ
ン
ト

募
集
期
間　
　

月
２
日�
ま
で

10

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
紙
を

貼
り
、
①
題
名
②
簡
単
な
説
明
ま

た
は
家
族
・
家
庭
に
対
す
る
短
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
③
撮
影
日
・
場
所
④

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
⑤
学
生
の
場
合
は
学
校

名
・
学
年

※
応
募
点
数
に
制
限
な
し

応
募
先　

長
野
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
（
県
教
育
委
員
会
事
務
局

内
）
〒　

- 　

（
住
所
不
要
）

380
8570

 「
第
２
回
北
信
濃

地
域
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

　

中
野
」 開
催

in北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策

課
企
画
振
興
係�
０
２
０
１

�点
検
商
法
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
（
内
線
２

３
８
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
５
）

�

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「法の日」週間
（10月１日～７日）

～裁判員制度が平成21年５月
までにスタートします。 ～

 「法まもる
　　　心が築く
　　　　 　よい社会」

受験資格募集種目(人員)

高卒　　
(見込含)
21歳未満
の方　　

約65名人文・社会
科学専攻　

防衛
大学
校学
生　 約295名理工学部  

専攻　　　

約75名防衛医科　　　　
大学校学生　　　

高卒　　
(見込含)
24歳未満
の方　　

約70名看護学生　　　　

23　平成19年９月　広報なかの

　

画
が
描
か
れ
た
作
品
を
中
心

　

に
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
画
家
の
観
た
風
景
」

９
月　

日�
〜　

月　

日�

21

10

28

※
館
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
日
本

　

や
外
国
の
風
景
を
中
心
に
展

　

示
し
ま
す
。

矢
野
武
明
写
真
展

９
月　

日�
ま
で

10

第　

回
み
ず
ゑ
会
会
員
展

10
９
月　

日�
〜　

日�

12

24

中
山
忠
男
日
本
画
個
展

９
月　

日�
〜　

月
８
日�

26

10

常
設
展 「
中
野
市
の
歴
史
と
文
化
」

　

月　

日�
ま
で

10

28

※
中
野
市
の
旧
石
器
時
代
か
ら

　

明
治
時
代
ま
で
の
歴
史
や
文

　

化
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
、

　

紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
「
花
々
の
饗
宴
」

９
月　

日�
ま
で

17

※
館
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
花
鳥
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会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)10月10日�
13:00 ～16:00行政相談所

(毎月10日ごろ行います) 豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)10月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２１４

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

中央子育て支援センター
(りんごっこ)
� ２２ －２２５９

毎週月・水・金
（休所日を除く）
10:00 ～ 11:00

保健師による子育て
相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権　

番
」

110

強
化
週
間
に
伴
い
、
電
話
相
談
を

開
設
し
ま
す
。

期
間　

９
月　

日�
〜　

日�

17

23

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

30

 （
土
日
は
、
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

10

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

期
日　
　

月
１
日�

10

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

長
野
市
役
所　

第
２
庁
舎

　

階　

会
議
室

10

18

内
容　

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借

地
、 担
保
、賃
貸
借
等
に
係
る
不
動

産
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

外
国
人
対
象
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
９
１
７

�

全
国
一
斉

 「
子
ど
も
人
権　

番
」

110

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
外
国
人

を
雇
用
し
た
い
、
あ
る
い
は
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

期
日　

９
月　

日�
23

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

�
�
�

布
施
町
・
三
田
清
友
様
〉

▼
図
書
館
の
蔵
書
充
実
の
た
め
、

　

古
本
（
１
４
９
２
冊
）〈
長

野
市
・
松
谷
浩
様
〉

▼
高
野
辰
之
記
念
館
の
所
蔵
品

充
実
の
た
め
、

　

掛
け
軸
（
１
服
）〈
東
京
都

八
王
子
市
・
鈴
木
と
も
江
様
〉

平
成　

年
７
月　

日
か
ら

19

31

　
　
　
　

８
月　

日
ま
で
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▼
中
山
晋
平
記
念
館
の
収
蔵
資

料
充
実
の
た
め
、

　

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
２
枚
）〈
小

不
動
産
評
価
等

無
料
相
談
会

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

０
２
６ （　

） ５
２
２
８
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信州中野郵便局から
のお知らせ

　10月１日から信州中野郵
便局は、民営化により、次
の２つの会社としてスター
トします。引き続き、郵便
・貯金・保険のサービスを
ご提供し、これまでと同じ
店舗でご利用いただけます。
●信州中野郵便局

　代表�２２-３４７５
 【郵便窓口サービス／貯金
サービス／保険サービス】
●郵便事業株式会社

　　信州中野支店

　�２２-２４０９
 【郵便 （集荷、 配達、 再配達）】
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課

��������

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター>
10月１日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
　　２日�…中野、長丘、科野、倭
<豊田保健センター>
10月３日(水)…豊田地域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　児（１期初回終了後12～
　　　　18か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象
・
接
種
方
法

��������
（平成19年８月１日現在） （平成19年８月１日現在）

人　口　４６,３３５人（＋41）
　男　　２２,４０１人（＋ 3）
　女　　２３,９３４人（＋38）
世帯数　１４,８７８戸（＋44）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

19年５月生まれ９月11日�
３か月
健 診

19年１月生まれ９月12日�７か月
健 診

18年２月生まれ９月14日�
１歳 
６か月
健 診

17年８月生まれ９月10日�２ 歳
健 診

16年８月生まれ９月13日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。
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 （小林直樹・京子さん　東江部）

���������   くん （３歳１か月）
あ や と

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

麻しん ・ 風しん混合 （はしか ・ 三日はしか）

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方で、

就学前の１年間(保育園、
幼稚園の年長児)

※予防接種法の一部改正により、
麻しん・風しんの単独ワクチン
接種済みの幼児にも、第２期と
して麻しん・風しん混合ワクチ
ンを接種できます。

※毎月実施していますので、接種
される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

対
象 
・ 
接
種
方
法

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／９月11日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年５月生まれ
※３か月健診時に行います。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

期日／９月18日(火)、10月４日(木)
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／９月18日�…母乳栄養と乳
房　　　管理、交流会
　　　10月４日�…妊娠の経過と
起　　　こりやすい異常、妊産婦の
栄　　　養（試食）

����

������
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
子供－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れ など
日時／９月20日�
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※相談は無料ですが、事前に予約が
必要です。相談を希望される方は
９月18日�までに健康長寿課へ
お申し込みください。

�22－2111内線242
�22－2111内線356
�38－3111PHS6120

休日診療所(中野保健センター内)：�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに９時～17時。日・祝日のみ) 

日　本　脳　炎

※市では、平成17年５月の厚生労働省の
勧告に沿って、日本脳炎予防接種の積
極的勧奨は行っていません。
　なお、流行地へ渡航する場合や蚊に刺
されやすい環境にある場合、本人また
はその保護者が希望する場合は、日本
脳炎ワクチンを接種することができま
す。この場合、接種対象年齢内であれば、
接種費用は無料となります。希望のあ
る方はお問い合わせください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

期日／９月28日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について
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健康増進普及月間
９月１日(土)～30日(日)

がん征圧月間
９月１日(土)～30日(日)

救急医療週間
９月９日(日)～15日(土)

自殺予防週間
９月10日(月)～16日(日)

結核予防週間
９月24日(月)～30日(日)



あなたとわたし　　未来への    ２ ０ ０ ７.９  №10

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画

「共にいきいき　なかのプラン２１」ができました　　

　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず

　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる

　　 男女共同参画社会の実現をめざします。

この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

� � �

“あいとぴあ”男女共同参画啓発かるた

１　交 差 点
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　交 差 点　２

　

６
月　

日
（
金
）
に
、
第
1
回
中

29

野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
正
副
会
長
が
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
会　

長　

工
藤
二
六
子
さ
ん

◎
副
会
長　

阿
部　

仁
士
さ
ん

　

会
議
事
項
と
し
て
、
次
の
４
つ
の

事
項
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

�
女
性
の
公
職
参
画
状
況
調
査
に
つ

い
て

�
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関

す
る
平
成　

年
度
事
業
実
績
及
び

18

平
成　

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

19

�
中
野
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て

�
女
性
相
談
窓
口
事
業
に
つ
い
て

　

第
１
回
目
の
審
議
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
中
野
市
の
男
女
共
同
参
画

事
業
に
関
す
る
質
問
や
意
見
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
審
議
会

委
員
の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

や
経
験
に
基
づ
く
活
発
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
会
の
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ま
と
め
た
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
御
覧
に
な
り
た
い
方
は

男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
御

覧
く
だ
さ
い
。

平成19年度

�����

会
長　

工
藤
二
六
子

　

こ
の
た
び
、
新

た
に
発
足
し
た
中

野
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
の
会
長

と
し
て
選
任
さ
れ
、
そ
の
重
責
に
日
々

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
委
員
の
方
々
と
一
生

懸
命
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々

な
環
境
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
少
し
ず

つ
変
化
が
見
ら
れ
る
今
日
、
わ
が
中

野
市
も
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

の
制
定
や
施
行
、
ま
た
、「
共
に
い

き
い
き
な
か
の
プ
ラ
ン　

」
が
策
定

21

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
審
議
会
委
員
も
自
分
自
身

の
研
鑽
に
励
む
と
共
に
、
男
女
共
同

参
画
の
事
業
に
は
積
極
的
に
参
加
、

参
画
し
『
男
女
が
真
に
平
等
で
、
互

い
に
認
め
合
い
、
共
に
支
え
あ
う
意

識
づ
く
り
と
行
動
』
に
向
け
、
時
に

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
忌
た
ん
の

無
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

審
議
会
と
し
て
の
職
責
を
果
す
べ
く

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
促
進

の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
慎

重
に
調
査
審
議
を
し
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
る
こ
と
と
、
審
議
会
と
し
て

の
意
見
を
市
長
に
述
べ
、
２
年
間
の

任
期
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

＊
中
野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た

（
６
月
８
日
付
）

　

新　
　

宮
沢　

和
子
さ
ん

　

旧　
　

小
野
す
み
江
さ
ん
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３　交 差 点

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
共
に
い

き
い
き
市
民
の
つ
ど
い
」
を
本
年

度
は
、
長
野
県
・
長
野
県
男
女
共

同
参
画
推
進
県
民
会
議
と
の
共
催

に
よ
り
「
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

な
か
の
」
と
し
て
開

in

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
市
か
ら
は
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
、
中
野
青
年
会
議
所
、
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
な
か
の
男
女
共
生
市
民
会
議
、

ふ
る
さ
と
虹
の
会
の
各
団
体
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
実
行
委
員
を
選
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
か
ら
４
回

の
実
行
委
員
会
を
行
い
、
開
催
に

向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
後
日
チ

ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
か
の

男
女
共
同
参
画
フ 
ェ 
ス
テ 
ィ 
バ 
ル　

な
か
の

in

が
開
催
さ
れ
ま
す

が
開
催
さ
れ
ま
す  

��������������	
��

�������

平成19年10月20日(土)日
時

場
所 中野市市民会館

スケジュール
10:00～　受付
10:30～　開会
10:50～　講演会
12:20～　昼食
13:20～　アトラクション

13:50～　パネルディス
　　　　　　　カッション
15:10～　閉会
15:30　終了

・講師　田尻研治さん
 「ワーク・ライフ・バランス」 をテーマに、自分らし
く生きるためにという内容の講演です。

講演会

ワーク・ライフ・バランス （仕事と生活の調和） とは？
　男女がともに、人生の各段階において、仕事、家庭生活、地域社会、個人の自己啓発など、様々な
活動について、自らの希望に沿った形で、バランスをとりながら展開できる状態のこと。

◆男性も家事・育児・介護、地域活動の希望を実現
◆女性も家庭生活と両立し、キャリア形成や再就職が可能
◆社会活動、自己啓発により、個人の可能性が拡大
◆高齢者も意欲と能力に応じ就労
◆生涯にわたり、心身ともに健康と活力を維持

ひとりひとりが、様々な希望を実現し、豊かさを実感 活力に満ちた企業・組織
（人材の多様性、仕事への意欲の向上 等）

家庭生活の充実
（子育ての充実、家庭の触れ合い 等）

地域の活性化
（地域活動への参画、交流の拡大 等）

アトラクション
晋平少年少女合唱団

｢ワーク・ライフ・バランス (仕事と生活の調和)」
～より豊かな生き方をめざして～
というテーマで行います。

パネルディスカッション



　交 差 点　４

ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。　
　中野市男女共同参画推進室　〒383－8614 中野市三好町 1－4－27
(中野市人権センター内) � 0269－22－2111 内線 254　ファックス 0269－26－2641 有線 51305
　　　　ホームページ
　　　　メール

http://www.city.nakano.nagano.jp/ 
danjo@city.nakano.nagano.jp　　

　

６
月　

日�
に
、
市
民
会
館　

号
会
議
室
で

25

42

市
長
を
囲
ん
で
ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
　

名
の
女
性
に

22
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
市
長
の
講
話

に
続
い
て
、
フ
リ

ー
ト
ー
キ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

女
性
な
ら
で
は

の
き
め
細
か
な
視

点
や
生
活
に
根
ざ

し
た
貴
重
な
ご
意

見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
の
、
出
前
講

座
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
内
容
は
男
女
共
同

参
画
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
取
り
入

　

い
ま
、
あ
な
た
は
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
そ
の
悩
み
を
相
談
で

き
る
人
は
近
く
に
い
ま
す
か
。
も
し
、

あ
な
た
が
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て
し

ま
っ
て
い
る
な
ら
、
女
性
相
談
に
電

話
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

女
性
相
談
員
は
、
あ
な
た
の
立
場
に

立
っ
て
一
緒
に
解
決
の
方
法
を
考
え

ま
す
。

　

秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
は
電
話
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

〇
相
談
日

　

月 ・ 
水 ・ 
金
曜
日 （
祝
日 ・ 
休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号　
　

―
４
８
１
０
（
シ

23

ン
パ
イ
ゼ
ロ
）
心

配
ゼ
ロ
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談

員
が
女
性
の
様
々
な
悩
み
の
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

れ
て
開
催
で
き
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
ビ
デ

オ
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
出
前
講
座
の
中
か
ら
、
８
月　

日
19

�
に
開
催
し
ま
し
た
『
な
か
の
男
女
共
生
市
民

会
議
講
演
会
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

講
師　

山
梨
県
立
大
学
人
間
福
祉
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　

池
田
政
子
さ
ん

　

最
近
の
女
性
を
取
り
巻
く
身
近
な
話
題
や
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
の
男
性
と
女
性
の
関
係

に
つ
い
て
。
在
宅
の
家
庭
介
護
の
男
性
の
担
い

手
３
０
０
人
の
調
査
に
よ
る
と
、
男
性
介
護
者

の
平
均
年
齢
は　

歳
、
妻
の
介
護
を
し
て
い
る

69

人
が
６
割
、
困
っ
て
い
る
こ
と
で
一
番
多
い
の

は
炊
事
と
い
う
結
果
で
し
た
。

「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
」

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
乳
幼

児
期
か
ら
の
取
組
み
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

質
疑
に
も
て
い
ね
い
に
お

答
え
い
た
だ
き
、
２
時
間
が

短
く
感
じ
ら
れ
る
講
演
会
で

し
た
。
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男
女
共
同
参
画
推
進



　

日
本
列
島
、
台
風
と
地
震
で
多

く
の
損
害
を
被
り
、
併
せ
て
数
十

年
来
の
猛
暑
。
熱
中
症
で
多
く
の

方
が
入
院
さ
れ
た
こ
の
夏
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
、
い
よ
い
よ
異

常
気
象
が
出
始
め
て
き
た
ん
だ
ろ

う
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、「
故
郷
」
を
愛
す

る
豊
田
地
域
の
成
人
式
が
、
八
月

十
五
日
に
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
お
盆
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の
ひ

と
つ
で
し
た
が
、
三
十
七
年
の
年
月
に
幕

を
閉
じ
る
事
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
、
寂
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
一
幕
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
中
野
地
域
の
成
人
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
五
月
四
日
（
み
ど

り
の
日
）
に
挙
行
さ
れ
る
成
人
式
に
出
席

す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
併
し
て
新
中
野
市

に
な
っ
た
ん
だ
と
い
う
実
感
が
よ
り
い
っ

そ
う
涌
い
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。「
故
郷
」
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず

に
、
大
き
な
夢
を
抱
き
、
そ
の
夢
の
実
現

に
ま
い
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

既
に
、
来
年
度
の
成
人
式
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
の
選
出
、

組
織
づ
く
り
等
、
関
係
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

　

来
年
の
成
人
式
も
、
盛
大
に
、
そ
し
て

「
は
た
ち
の
心
」
に
何
か
が
残
る
、
そ
ん

な
成
人
式
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
暑
い
と
は
云
う
も
の
の
、

周
り
の
野
山
に
は
ス
ス
キ
が
穂

を
だ
し
、
夜
に
は
虫
の
音
の
合

唱
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

�� � � � � �／07.９

ーみんなで作ったタルトの前でポーズー
　　　チャレンジ子ども教室｢親子クッキング教室｣より
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中野市公民館報　

夏
の
な
ご
り
の
暑
さ
は
、
つ
づ
い
て
も
彼
岸
ま
で

と
い
う
諺
の
と
お
り
、
徐
々
に
秋
の
気
配
が
近
づ
い

て
い
る
。

　

市
街
地
を
ち
ょ
っ
と
出
る
と
、
そ
こ
は
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
果
物
畑
と
、
黄
金
色
し
た
田
ん
ぼ
が
広
が

る
世
界
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
中
野
市
を
代
表
す
る
風

景
だ
。

　

こ
れ
か
ら
、
農
作
物
は
実
り
の
季
節
を
迎
え
、
農

家
の
仕
事
も
忙
し
く
な
る
。

　

自
然
の
恵
み
と
豊
作
に
感
謝
し
て
行
わ
れ
る
秋
祭

り
は
、
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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去
る
八
月
十
五
日 （
水
）、
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で

平
成
十
九
年
度
中
野
市
豊
田
地
域
成
人
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

豊
田
地
域
単
独
で
の
開
催
が
最
後
と
な
っ
た
今
年

度
は
、
該
当
者
八
十
一
名
中
、
六
十
六
名
の
新
成
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
や
、
色
鮮
や
か

な
浴
衣
姿
の
女
性
が
多
く
見
ら
れ
、
夏
の
成
人
式
ら

し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
写

真
を
撮
り
合
い
、
お
互
い
の
近
況
に
つ
い
て
話
し
合

う
姿
は
、
久
々
の
再
会
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し

た
。

　

第
一
部
の
式
典
は
、
新
成
人
の
坂
本
博
司
さ
ん
の

司
会
で
進
行
し
、
開
会
後
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
山

田
綾
子
先
生
の
指
揮
、
新
成
人
の
小
林
優
衣
さ
ん
の

伴
奏
に
よ
り
唱
歌
「
故
郷
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
青
木
市
長
、
来
賓
の
方
々
か
ら
新
成
人
へ
温

か
い
祝
辞
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
新
成

人
を
代
表
し
て
、
黒
岩
萌
さ
ん
が
家
族
や
地
域
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、
成
人
と
し
て
の
力
強
い
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
事
業
で
は
、
五
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
た
実
行
委
員
の
企
画
に
よ
る
、
思
い
出
の
ビ

デ
オ
上
映
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
が
取
材

し
た
歴
代
担
任
教
師
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
新

成
人
の
保
育
園
か
ら
中
学
校
時
代
ま
で
の
懐
か
し
い

映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
大
き
な
歓
声
や
笑
い
声

が
ホ
ー
ル
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
現
在
遠
方
に
お

住
ま
い
で
、
ビ
デ
オ
を
撮
れ
な
か
っ
た
先
生
方
か
ら

は
手
紙
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
そ
れ
を
ビ
デ

オ
上
映
後
に
実
行
委
員
が
読
み
上
げ
る
と
、
思
わ
ず

目
頭
を
お
さ
え
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
に
と
っ
て
、
思
い
出
深
い
成
人
式
と
な
り

ま
し
た
。
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●
年
齢
で
は
大
人
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
大
人
に
な
っ

て
い
な
い
と
思
う
。
今
日
を
節
目
に
し
っ
か
り

し
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　
●
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
き
さ
ら

に
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
も
て
る
よ
う
な
大

人
に
な
り
た
い
。

　
●
実
行
委
員
と
し
て
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
準
備
を
し
て
い
る
時
が
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
て
い
た
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
も

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。

　
●
実
行
委
員
を
通
じ
て
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
出

来
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

　
●
二
十
年
後
（
四
十
歳
）
に
２
回
目
の
成
人
式
を

し
て
、
み
ん
な
の
成
長
が
見
た
い
。

　
●
日
出
ず
る
国
に
自
分
は
生
ま
れ
育
ち
、
父
か
ら

学
ん
だ
「
揺
ぎ
無
い
誇
り
」
と
母
が
教
え
て
く

れ
た
「
大
き
な
い
た
わ
り
」
を
、
明
日
へ
の
生

き
抜
く
糧
と
し
た
い
。

　
●
面
影
の
あ
る
人
や
、
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
人
が
い
て
楽
し
か
っ
た
。

　
　●

成
人
の
日
を
迎
え
、
前
途
に
広
が
る
無
限
の
可

能
性
と
、
日
本
国
民
と
し
て
重
圧
の
ご
と
く
の

し
か
か
る
幾
多
の
社
会
的
責
務
に
対
し
、
私
は

今
、
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
る
躍
動
感
で
溢

れ
て
い
ま
す
。

　

嗚
呼
、
感
無
量
。
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本
日
は
お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の

来
賓
の
方
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
会
を
開
催
、
ご
用

意
下
さ
っ
た
中
野
市
を
は
じ
め
、
担
当

者
の
方
、
実
行
委
員
、
関
係
者
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
私
は
県
外
の
大
学
に
通
っ
て
い

ま
す
。
故
郷
か
ら
離
れ
３
年
た
ち
、
今

は
就
職
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
私

は
故
郷
を
離
れ
て
み
て
、
改
め
て
感
じ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
離
れ

る
前
は
全
部
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た

家
族
の
温
か
さ
も
、
周
り
の
人
の
優
し

さ
も
、
豊
田
で
過
ご
す
こ
と
の
大
切

さ
も
、
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
気
づ

い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
家
族
や
友

人
と
の
時
間
、
故
郷
に
い
る
時
間
を

大
切
に
し
た
い
、
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
言
っ
て
も
言
い
切
れ

な
い
ぐ
ら
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、
い
い
こ
と
ば

か
り
だ
と
思
っ
て
き
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
山
だ
し
、
田
舎
だ
し
、
交

通
は
不
便
で
、
小
さ
な
、
小
さ
な
と

こ
ろ
で
す
。
で
も
、
気
持
ち
が
良
く

て
、
居
心
地
が
良
く
て
、
安
心
で
き

て
、
や
っ
ぱ
り
私
の
「
ふ
る
さ
と
」

だ
っ
て
、
思
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
は
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
で
す
。

私
は
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
私
は
、
地
元
に
戻
り
、
故
郷
と

関
わ
り
合
い
を
持
ち
、
故
郷
の
良
さ

を
発
信
で
き
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
成

人
式
が
、
豊
田
で
の
最
後
の
成
人
式

に
な
り
ま
す
が
、
私
は
「
豊
田
」
の

名
前
も
、「
豊
田
」
の
良
さ
も
、
今
ま

で
ど
お
り
受
け
継
ぎ
、
私
の
「
ふ
る

さ
と
」
を
ず
っ
と
残
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
「
中
野

市
」
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
発

展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
故
郷
で
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
成
人
式

に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
一
番
楽
し

み
だ
っ
た
の
は
旧
友
と
の
再
会
で
す
。

一
緒
に
時
間
を
共
有
し
て
い
た
あ
の

頃
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

今
は
み
な
進
学
し
た
り
、
就
職
し
た

り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
る
道
も
向

か
う
方
向
も
違
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

ま
だ
成
人
と
し
て
は
未
熟
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
確
実
に
前
に

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
ば
か
り
の
私

た
ち
で
す
が
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
て
下

さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
、

私
た
ち
を
支
え
て
き
た
く
れ
た
全
て

の
方
に
感
謝
を
述
べ
て
成
人
者
代
表

の
挨
拶
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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萌
さ
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（
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ア
レ
マ
ー
ナ
は
社
交
ダ
ン
ス
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。
平
成
十
八
年
の

一
月
に
発
足
し
、
一
年
半
が
た
ち

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
現
在
十
人

で
す
。
社
交
ダ
ン
ス
歴
は
一
年
半

か
ら
六
年
ま
で
い
ま
す
。
難
し
い

ス
テ
ッ
プ
な
ど
で
苦
戦
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
う
ま
く
踊
れ
た

と
き
の
達
成
感
が
あ
り
、
今
が
一

番
楽
し
く
な
っ
て
き
た
頃
で
す
。

　

講
師
の
岩
崎
の
り
子
先
生
が
指

導
し
て
い
る
六
つ
の
サ
ー
ク
ル
が

一
堂
に
会
す
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
初

め
て
ル
ン
バ
を
踊
り
ま
し
た
。
他

の
サ
ー
ク
ル
の
方
た
ち
か
ら
は
、

と
て
も
明
る
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
良
い
サ
ー
ク
ル
だ
と
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
目
標
と
し
て
は
、
ア

レ
マ
ー
ナ
独
自
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
で
す
。
メ
ン
バ
ー

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
技
術

の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
社
交
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

　

毎
週
月
曜
日
の
夜
、
豊
田
文
化

セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 　

（
代
表　
　

竹
内　

咲
枝
）
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片
塩
か
ら
安
源
寺
へ
通
ず
る

坂
を
青
木
坂
と
い
う
が
実
は
一

つ
で
は
な
く
二
つ
あ
る
の
で
あ

る
。

　

一
つ
は
永
代
常
夜
燈
碑
の
あ

る
坂
で
あ
る
。
こ
の
急
な
坂
を

の
ぼ
る
と
、
安
源
寺
の
お
宮
の

北
側
へ
出
る
。
常
夜
燈
は
昭
和

９
年
ま
で
は
坂
下
に
あ
っ
た
が

い
ま
は
近
く
の
愛
宕
山
へ
移
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
坂
道
は
近
世

以
来
旅
人
の
往
来
、
小
商
品
の

流
通
路
と
し
て
、
に
ぎ
わ
っ
た

通
称
草
津
街
道
（
善
光
寺
街
道

と
も
い
う
）
の
一
区
間
で
あ
る
。

　

小
諸
の
俳
人
、
小
林
葛
古
は

善
光
寺
参
詣
の
あ
と
、
こ
の
青

木
坂
を
通
っ
て
渋
湯
を
訪
れ
て

い
る
。「
道
中
記
」
に
み
え
る

「
青
木
坂
の
茶
店
に
休
ら
ふ
」

は
こ
の
坂
で
あ
る
。
こ
の
坂
を

青
木
坂
と
呼
ぶ
の
は
、
甲
州
浪

人
の
流
れ
を
ひ
く
青
木
某
が
坂

を
大
改
修
し
た
か
ら
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
の
青
木
坂
は
近
代

に
は
い
っ
て
新
た
に
開
削
さ
れ

た
坂
で
あ
る
。
こ
の
道
筋
は
、

安
源
寺
の
お
宮
の
南
を
東
西
に

走
る
広
い
直
線
路
で
前
橋
街
道

（
現
中
野
・
豊
野
線
）
の
一
区

間
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
坂
は

い
く
た
び
か
改
修
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
が
、
運
輸
・
交

通
に
便
利
と
い
う
当
初
の
目
的

は
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

新
青
木
坂
の
開
削
に
手
を
染
め

た
人
が
当
時
県
会
議
員
だ
っ
た

大
熊
の
青
木
彦
兵
衛
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
新
し
い
坂
も

青
木
坂
と
い
う
が
、
い
ま
で
は

こ
の
坂
を
青
木
坂
と
み
る
人
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
そ
の
後
の
片
塩
を
は
じ
め
、

中
野
市
西
部
地
区
の
景
観
を
大

き
く
か
え
て
き
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
新
青
木
坂
の
開
削

に
当
り
、
地
元
片
塩
を
始
め
、

小
田
中
な
ど
近
郷
ム
ラ
む
ら
の

人
々
が
応
分
の
義
援
金
を
出
し

て
い
る
。
　
　

田
中　
　

毅

��

　

年
度
初
頭
に
発
行
し
た
分
館

報
は
、『（
か
）
た
ら
い
（
た
）
の

し
く
（
し
）
あ
わ
せ
へ
と
（
お
）

も
い
を
こ
め
て
』
と
始
ま
り
ま
す
。

　

毎
年
の
恒
例
行
事
を
継
続
し

て
行
く
中
で
、
参
加
し
て
頂
く
区

民
の
皆
様
に�
笑
顔
で
お
帰
り
頂

く�
に
は
、
と
役
員
一
同
様
々
な

立
場
で
意
見
を
出
し
合
い
、
こ
の

一
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
の
目
的
は
、
触
れ
合

う
交
流
、
語
ら
う
親
睦
、
学
び
合

う
教
養
と
多
種
多
様

で
す
が
、各
方
面
の
協

力
団
体
の
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
し
、人
と

人
と
の
繋
が
り
が
、世

代
を
超
え
て
広
が
り
、

そ
こ
か
ら
ま
た
新
た

な
形
が
生
ま
れ
れ
ば

と
願
い
ま
す
。

（
か
）　

語
ら
う
こ
と

で
、
言
葉
が
生
ま
れ
、
心
が
通
い

ま
す
。

（
た
）　

楽
し
く
な
け
れ
ば
つ
ま

ら
な
い
。
や
る
気
も
出
な
い
。

（
し
）　

幸
せ
に
は
、笑
顔
が
あ
り
、

誰
も
が
願
う
こ
と
。

（
お
）　

思
い
を
込
め
て
、事
業
作

り
に
取
り
組
む
。

　

歴
代
分
館
関
係
者
が
残
し
た

素
晴
ら
し
い
道
の
り
を
、
一
関
係

者
と
し
て
皆
様
に
提
供
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
 
片
塩
分
館　

鈴
木　

政
行
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旧青木坂
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今月の伝言板
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お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

� � � �
内　容　２３墨友会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

≪今月号の表紙の写真≫豊田公民館　８月26日 チャ
レンジ子ども教室｢親子クッキング教室｣

月の展示コーナー ９

　

マ
ジ
ッ
ク
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

「
長
野
市
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

が
、
中
野
祇
園
祭
の
催
し
と
し
て

行
わ
れ
、
集
っ
た
人
達
が
楽
し
い

一
時
を
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
好
会
の
副
会
長
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
、
中
野
市
松
川
出

身
の
安
藤
照
治
さ
ん
に
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
安
藤
さ
ん
が
マ

ジ
ッ
ク
を
学
び
始
め
た
の
は
定
年

退
職
を
迎
え
る
五
年
程
前
か
ら
と

の
こ
と
。
夫
婦
二
人
で
楽
し
め
る

こ
と
が
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
、

「
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
会
員
募
集
」

の
記
事
を
目
に
し
て
、
奥
さ
ん
の

ユ
ウ
子
さ
ん
と
二
人
で
加
入
し
た

の
が
始
ま
り
と
か
。
月
一
回
の
愛

好
会
例
会
で
の
練
習
の
ほ
か
、
自

分
で
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
た
り
自

宅
で
の
地
道
な
練
習
を
積
み
重
ね

て
、
芸
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

「
一
〇
〇
回
の
稽
古
よ
り
一
回

の
ス
テ
ー
ジ
。
人
に
見
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
。」と
言
う
会
長
の
指

導
に
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
、
自
分
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
の
力
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

愛
好
会
で
は
共
通
の
目
的
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
仲
間
が
で
き
、
楽
し

い
思
い
出
を
沢
山
作
っ
て
い
ま
す
。

 「
同
じ
趣
味
を
夫
婦
で
共
有
し
て
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
」・「
マ
ジ

ッ
ク
を
見
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
と

共
に
、
演
じ
る
自
分
も
楽
し
む
」

　

安
藤
照
治
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、

共
に
楽
し
み
な
が
ら
生
涯
学
習
を

実
践
し
て
い
る
姿
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｋ
）
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　平成20年度から中野市成人式は中野地域・豊田地域
をそれぞれ統一して開催します。開催日は５月４日(み
どりの日)です。会場は中野市市民会館です。
　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生まれの方が
対象者となります。
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夫婦の息が合った芸を披露！
��������	��������	

�����
　講師と一緒に、好みの画材（アクリル絵具、水彩絵
具、パステル など）で、花を中心とした静物を描いて
みませんか。絵の描き方の基本と絵の見方を学びます。
　絵の好きな方、 初心者の方、お気軽にご参加ください。
日　時　10月15日、22日、29日、11月５日、12日
　　　　(全５回、毎回月曜日)
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所　中央公民館　　　定　員　　15名
講　師　洋画家　坂入　進一　先生
受講料　無　料　　　持ち物　絵画用具一式
申込み　９月18日(火)から受付を開始します
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　パソコンを使っていてわからないところなど、専門
の指導員がお答えします。(メニューに沿って進めるパ
ソコン教室とは異なります。)
日　時　毎週月曜日(祝日、年末年始を除く)
　　　　午後１時30分～４時30分
場　所　中央公民館　団体室(パソコン室)
定　員　６名　　
受講料・申込み　不要
その他　自宅で使用しているパソコンを

ご持参いただいても結構です
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４
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日　時　10月５日(金曜日)午前10時～12時
場　所　西部公民館　料理教室
講　師　元　保育園調理技師のみなさん
対　象　未就園児とその保護者　　定　員　20組
持ち物　ふきん、 エプロン　 申込み  ９月11日(火)から
受講料　無　料(ただし、教材費として500円)
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～大切なあの人に、絵手紙であなたの想い伝えませ
んか～
日　時　９月13(木)、20(木)、27(木)、10月５日(金)
　　　　(全４回)午後７時～９時
場　所　北部公民館　　定　員　15名
講　師　イラストレーター　市川　典子　先生
受講料　無　料(ただし、はがき代１回100円)
持ち物　水彩画用具一式、書道用の墨
申込み　９月６日(木)から　定員になり次第締切り。
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～カラダが活きる、心が活きる、身も心も健康に～
日　時　10月４、11、18日、11月１、８、15、22日
　　　　(全７回・木曜日)午後７時～８時30分
場　所　北部公民館　　定　員　20名
講　師　ヨガインストラクター　宮�　栄子　先生
受講料　無　料
持ち物　ヨガマットまたはバスタオル
申込み　９月18日(火)から　定員になり次第締切り。
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　高丘地区や西部丘陵など身近な山々にはどんなきの
こがあるのでしょう、自然が与えてくれた秋の味覚、
私たちが知らないきのこ…きっとあるかもしれない。
ふるさとの自然の魅力の再発見。
日　時　10月14日(日曜日)午前９時30分～午後１時
場　所　西部公民館近くの山、ふるさとの森文化
　　　　公園付近の山々
講　師　長野県きのこ衛生指導員　水津和也さん
対　象　市民どなたでも参加できます
持ち物　山歩き用の服装。きのこを入れる容器
申込み　９月13日(木)から　　定　員　20名
受講料　無　料(傷害保険掛金等として100円)
その他　採れたきのこの賞味会を行います。
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